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つ

　皆さま方には、平素より私ども福岡銀行を�

お引き立ていただき、誠にありがとうございます。�

　福岡銀行は、地元の皆さまとともに歩み、地域�

の繁栄とともに発展してまいりました。これからも、�

皆さまの「期待を超える銀行」を目指して経営�

にあたってまいりますので、なにとぞ、よろしく�

ご高配を賜りますようお願い申しあげます。�

　さて、本年もディスクロージャー誌『ふくぎん�

リポート2006』をお届けいたします。この冊子�

は、当行の概要や経営方針、営業の概況などを�

取りまとめたものです。当行をより深くご理解�

いただくためのご参考になれば幸いです。�

　平成17年度における当行の業績は、コア�

業務純益が584億円と5年連続で過去最高益を更新し、当期純利益も302億円と3年連続で過去�

最高益を更新いたしました。�

　今後とも、役職員一同総力を結集し努力してまいりますので、一層のご支援とご愛顧を賜り�

ますようお願い申しあげます。�

�

［  福 岡 銀 行プロフィール  ］

●本誌は「銀行法」第21条に基づいて作成したディスクロージャー資料です。�

福岡銀行プロフィール�

●ごあいさつ�

●頭取からのメッセージ　�

●福岡銀行の経営戦略�

　中期経営計画2006�

　熊本ファミリー銀行との業務・資本提携�

　法人のお客さまとふくぎん�

　個人のお客さまとふくぎん�

●福岡銀行のリスク管理への取り組み�

　コンプライアンス（法令等遵守）態勢について�

　リスク管理体制について�

●平成17年度の業績�

　営業の概況�

　損益の状況�
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�

（国内基準）�

（本支店158、出張所9）�

1，263台（うち店舗外433台）�

1台（うち店舗外1台）�

8台（うち店舗外0台）�

1，272台（うち店舗外434台）�

（香港、上海、大連）�

�
（以上、平成18年3月31日現在）�

（以上、平成18年6月30日現在）�

海外：3駐在員事務所�

ATM（現金自動預入支払機）�

C  D（現金自動支払機）�

�

為替振込機�

合計�

国内：167店舗�

現金自動設備�

�
設 置 状 況 �

拠 点 数 �

�

創　 　　　業�

�

明治10年9月22日�

�
設　　 　　立� 昭和20年3月31日�

本 店 所 在 地 � 福岡市中央区天神二丁目13番1号�

総 資 産� 7兆7,120億円�

預 　　　　金� 6兆5,620億円�

貸 出 金� 5兆1,150億円�

資 本 金� 703億円�

発行済株式数� 686,534千株�

自己資本比率� 9.65％（連結ベース）�

�
従 業 員 数� 3,031人�

●資料編�
　
組織図�

　役員�
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　手数料のご案内�

　店舗一覧�

　店舗外自動サービスコーナー�

　自動サービスコーナーのご利用時間と手数料�

　株式の状況・従業員の状況�

　財務データ�

　資産査定等報告書�

●福岡銀行の地域貢献活動�

●当行の格付�

�●株式情報�

C O N T E N T S

�



　平成17年度のわが国経済は、原油価格の高騰や米国・中国経済の減速懸念はあるものの、世界経済の持続的な拡大

と好調な輸出に支えられ、回復基調を鮮明に示しはじめました。企業業績の改善に伴い設備投資は増加し、雇用情勢の改

善等により個人消費も緩やかに増加しております。企業部門の好調さが家計部門に波及しており、今後も国内民間需要

に支えられた景気回復が続くと見込まれております。�

　金融面では、主要行の不良債権問題が一段落するなか、短期金利は日本銀行の潤沢な資金供給が続いたため概ね

低位安定となりましたが、長期金利は量的緩和政策の解除を背景に上昇傾向となりました。株価は企業業績の回復

を背景に、日経平均株価が期末に1万7千円台になる等、期を通して大きく上昇いたしました。外国為替は、米国の金

利引き上げ政策の継続等により円安傾向で推移いたしました。�

　金融界では、昨年3月に金融庁から公表された「地域密着型金融の機能強化の推進に関するアクションプログラム」

に基づき各地域金融機関が「地域密着型金融推進計画」を策定し、その施策に積極的に取り組んでおります。�
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経営の基本方針

頭取からのメッセージ

　私ども福岡銀行グループは、5つの基本理念“5Ｃ”Valuesにより、�

質の高い金融サービスの提供を通して、企業価値の持続的な成長�

を実現してまいります。�

　また、地域の金融機関としての顧客指向、地域貢献はもとより、�

地方銀行の枠組みにとらわれない優良行を目指して、成長の方向性�

やそのスピードといった質・量の両面にわたる発展を実現し、企業�

としての魅力をさらに高めてまいります。�

�

�

コンプライアンス（法令等遵守）経営の実践
　当行は、コンプライアンスを経営の最重要課題と位置付けております。お客さまからより多くの信頼・支持を�
得るため、今後ともコンプライアンスの充実に努めてまいります。�

頭
取
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

経 営 環 境

『中期経営計画2006』  ～期待を超える銀行に～

地域とともに

　ふくぎんは、平成18年4月から期間3年間（平成18年4月～平成21年3月）

の中期経営計画をスタートさせました。�

　前中期経営計画『新世紀プランⅡ』は、デフレ経済・金融再生途上の環境の中で、

営業拡大と効率性・リスクコントロールのバランスをとった成長戦略でありました。�

　新中期経営計画では、経営環境の変化を踏まえ、サービス品質の向上とリスク

テイクにより積極営業展開を図り、ステークホルダーの期待を超える銀行を目指

してまいります。新中期経営計画は目指す銀行像の実現に向けたアクションプロ

グラムと位置づけ『中期経営計画2006～期待を超える銀行に～』とネーミング

いたしました。�
“5C ”Values
 顧客（Customers）

 信頼（Credibility）

 貢献（Contribution）

 挑戦（Challenge）

 変革（Change）

中期経営計画2006

期待を超える銀行に�
知 と 行 動 の 総 力 展 開

2006年�

4月�
2009年�

3月�

顧客、社会から長期にわたる信頼を築きあげる組織・人材�

顧客や地域に貢献する組織・人材�

前向きなチャレンジ意欲あふれる組織・人材�

たゆまず進化する組織・人材�

◎『信 頼』�（Credibility）�

◎『貢 献』�（Contribution）�

◎『挑 戦』�（Challenge）�

◎『変 革』�（Change）�

顧客を最優先する組織・人材�◎『顧 客』�（Customers）�

経 営 理 念

福 岡 銀 行 の
基 本 理 念

（“5C”Values）

福岡銀行は、5つの基本理念により、役職員相互間の人間性を尊重し、質の高い金融サービス
の提供を通して、地域とともに発展し、企業価値の持続的成長を実現する。

　ふくぎんは、お客さまが安心してお取り引きいただけるよう、今後も収益力・財務体質の一層の強化やさらなる経営

の効率化に努め、“地域の皆さまに良質な金融サービスを提供し、地域社会の発展に貢献する”という地域金融機関の

使命を果たすとともに、企業価値の向上に向けて役職員一同、努力してまいります。�

�
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福岡銀行の経営戦略 ～中期経営計画2006～

　『中期経営計画2006』では、目指す銀行像を「期待を超える銀行」としました。 「期待を超える銀行」とは、お客さま、�

地域、株主、従業員といった各ステークホルダーの期待を超える価値を創造できる銀行です。お客さまには質の高い�

金融サービスを提供し、従業員には働きがいをサポートし、株主には高い株主価値をもたらすというように、様々なステーク�

ホルダーの期待を超える価値創造によって、地域とともに発展し、当行自身の企業価値を高める銀行になることです。�

　当行は、サービス品質の向上、地域社会への貢献、健全性と収益力の実現、従業員の働きがいのサポート等を�

通じて、高い企業価値を実現してまいります。�

�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略

基 本 方 針

目標とする経営指標

3年後の到達点『中期経営計画2006』の概要 ［期間］平成18年4月～平成21年3月

利用者地域社会

ビジネスパートナー
アライアンス企業

ふくぎんの企業価値

株 主従業員

ステークホルダー�

利用者満足�地域貢献�

顧 客

働きがい
自己実現

株主価値向上
健全性・収益力

サービス品質向上
（質の高い金融サービス）

目指す銀行像

■ステークホルダーに対する価値創造�

■高い収益力、健全性確保�

■営業・経営管理におけるベストプラクティスの追求�

■高い企業価値の実現�

■顧客を深く知り顧客の期待を超える真のニーズを追求�

■知恵を駆使して競合が真似できない金融サービスを提供�

■様々なリスクをコントロールをしつつ収益拡大を図るリスクマネジメントの実践�

「期待を超える銀行」

知と行動の総力展開 ～情報・ノウハウに裏打ちされた行動力による成長の実現 ～�

目
標
指
標�

コ ア 業 務 純 益 � 700億円
350億円
7％

1％台

800億円
400億円
8％

不 良 債 権 比 率 �

『中期経営計画2006』最終年度�
経 営 指 標 �

金 利 横 這時� 金利上昇時�

（2008年度）�

当 期 利 益 �

R O E

顧客接点での取組み

営業店からスタートする戦略

●ハード面投資�
　（店舗等）�

●人財投資�

経営資源 ●利用者満足度の向上�
●商品・サービス提供力�
●人財・企業カルチャーの変革�

サービス品質向上
（大企業→中小・個人・創業支援）�
●カバーセグメントの拡大�

●コンプライアンス�
●ブランディング�
●CSR�
●CS向上�

●県内貸出シェア30％以上�
　（現行 25.6% ⇒ 30%）�
●3年間で総貸出金8,000億円増強�

●中小企業等貸出金4兆円�
●店周営業基盤の徹底深掘り�
●顧客取引のメイン化�

●チャネルの再構築（機能アップ）�
●商品・マーケティングの強化�
●地区戦略の新ステージ�
●顧客との取引関係強化�

顧客基盤の拡大

　『中期経営計画2006』では、3年後の到達点として「顧客基盤の拡大」�

「中小企業・個人取引の大躍進」「苦情トラブル“ゼロ”の実現」「“人財�

のふくぎん”の実感」を掲げ、サービス品質の向上を「顧客基盤の拡大」�

に繋げていきます。�

『中期経営計画2006』の施策体系
　『中期経営計画2006』の施策体系は、営業店を中核に据え、営業戦略、リスクマネジメント戦略、事務戦略、IT戦略、�

人財戦略、クオリティ戦略の6つの戦略で構築します。なかでもクオリティ戦略は全戦略の根幹に位置づけます。�

顧客基盤の拡大

中小企業・個人取引の大躍進

●最も好感が持てる対応�
●利用者にわかりやすい説明�
●最も安心な事務・システム�

苦情トラブル“ゼロ”の実現

●自律的に人が育つ組織風土の確立�
●倫理的な価値観の透徹・浸透�
●地銀屈指のプロ集団�

“人財のふくぎん”の実感
営業戦略� 事務戦略� 人財戦略�IT戦略�リスクマネジメント�

戦　略�

クオリティ
戦略

クオリティ戦略

人 財 戦 略 �

事 務 戦 略 �

営 業 戦 略 �

カバーセグメントの拡大�
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福岡銀行の経営戦略 ～中期経営計画2006～

　『中期経営計画2006』では、目指す銀行像を「期待を超える銀行」としました。 「期待を超える銀行」とは、お客さま、�

地域、株主、従業員といった各ステークホルダーの期待を超える価値を創造できる銀行です。お客さまには質の高い�

金融サービスを提供し、従業員には働きがいをサポートし、株主には高い株主価値をもたらすというように、様々なステーク�

ホルダーの期待を超える価値創造によって、地域とともに発展し、当行自身の企業価値を高める銀行になることです。�
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通じて、高い企業価値を実現してまいります。�
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基 本 方 針

目標とする経営指標
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　福岡銀行と熊本ファミリー銀行は、平成18年5月12日付で『業務・資本提携に関する�

基本合意書』を締結いたしました。�

　今回の業務・資本提携に関する基本合意は、両行が各々に強い競争力を持ちながら、�

将来にわたって持続的な成長を遂げるために検討を重ねてきた結果であり、両行の�

ステークホルダーの満足度を満たすことを目的に将来的な経営統合を視野に入れる�

ものであります。�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略

業務提携の概要熊本ファミリー銀行との業務・資本提携について

　福岡銀行は、今般検討する業務提携の最大化と今後の包括的な協力体制の構築を目的として、熊本ファミリー銀行の公的資金�
優先株（300億円）を整理回収機構より全額取得いたします。 （平成18年5月17日付で全額取得済み）�

　業務・資本提携を第一歩とし、両行の企業価値の持続的成長とステークホルダーの満足度向上を図るため、将来的な経営統合�
の検討を開始いたします。 （平成19年春頃）�

業務・資本提携の目的

福岡銀行と熊本ファミリー銀行は、業務・資本提携により、�

ビジネスローン業務提携�

業務効率化提携�

事業再生支援�

ＡＴＭ相互無料提携�

法人ソリューション営業提携�

個人向け営業提携�

スコアリングモデルを活用した小口事業性融資業務を共同展開�

共同アウトソーシングや什器・備品等の共同購入の実施�

両行取引先企業の事業再生支援・早期健全化支援を共同実施�

提　携　項　目� 提　携　内　容�

両行のATM利用手数料を相互に無料化�

シンジケートローン、ノンリコースローン、Ｍ＆Ａ、業種別推進営業等の共同展開�

資産運用商品、個人ローン商品販売等の共同展開�

　営業関連業務の提携を中心に、福岡・熊本を基軸とした広域ネットワークを構築することで、顧客サービスの向上を�

はじめとしたステークホルダーの満足度向上を目指し、今後両行で具体的な提携メニューを検討・実施してまいります。�

提携の実施状況

　平成18年5月22日、業務・資本提携に関する基本合意に基づき、将来的�
な経営統合に向けた検討を開始するため、両行の経営陣をメンバーとする�
「統合準備委員会」を設置いたしました。また、今後詳細を検討する主要�
テーマについて、4つのワーキンググループ（ＷＧ）を組成いたしました。�
　今後実施いたします各種業務提携については、順次「統合準備委員会」で�
協議・決定し、両行の顧客サービスの向上を図ることを念頭に、将来的な�
経営統合を待たず、可能な限り前倒しで実施してまいります。�

■「統合準備委員会」の設置�

　業務提携の第１弾として、平成18年6月12日からお客さまのＡＴＭ利用手数料を相互に�
無料化いたしました。�
　両行のお客さまは、福岡銀行456ヵ所（うち福岡県内435ヵ所）、熊本ファミリー銀行123ヵ所（うち熊本�
県内112ヵ所）のＡＴＭ（コンビニＡＴＭを除く）を無料（延長時間帯は105円）でご利用いただけます。�

■ＡＴＭ相互無料提携�

　業務提携の第2弾として、平成18年6月26日に、新たな投資信託「九州インデックス ファンド（愛称：九州に来んしゃい）」を両行同時に�
販売開始いたしました。�
　「九州に来んしゃい」は、わが国の株式のうち九州7県（福岡県、熊本県、佐賀県、長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県）で重要な活動を�
行っている企業の株式を主要投資対象とするもので、地元九州の企業を応援するというコンセプトの投資信託です。�

■共通商品の販売�

【営業ノウハウの活用】�

①営業ネットワークの拡大による顧客サービスの向上

②地域社会への貢献

③企業価値の持続的成長の実現

④従業員満足度の向上

顧客・地域社会

株　　主 従 業 員

営業ネットワーク�
拡大による�

顧客サービス向上�
�

地域社会への貢献�
�

企業価値の�
持続的成長�

従業員満足度�
の向上�

【調達構造改革による経費削減】�

法人ソリューション営業の共同展開�
・各種ソリューションメニュー�
 （ノンリコ、協調融資、医療業、地公体等）�

県内法人取引先の資金ニーズに対する�
きめ細やかな対応�

資産運用・個人ローン相談業務の拡大�

事業再生支援�
　・各種事業再生手法の共同活用�
　・福岡サービサーの活用（債権買取、管理回収）�
　・地域再生ファンド創設等に係る協力（出資）�

ビジネスローンの共同展開�

個人営業の共同展開�
・各種個人向け商品・営業ノウハウ�

【事業再生ノウハウの活用】� 【不良債権問題の終結】�

早期健全化、経営、財務アドバイス�

什器・備品類の共同調達、業務の共同アウトソーシング、重複業務の共同化等�

将来の不良債権発生の防止�
地元企業への配慮、地域経済の活性化に繋がる事業�
再生手法の活用�

⇒ 地域金融機関としての使命を果たしながら不良�
　 債権処理を終結�

【ATM網の活用】�

ATM設置箇所456ヵ所（うち福岡県内435ヵ所）�

【ATM網の活用】�

ATM設置箇所123ヵ所（うち熊本県112ヵ所）�

【県内リレーションの活用】�

Face to Faceの営業展開�

営
業
関
連
提
携�

効
率
化�

事
業
再
生
提
携�

協調営業
人財交流

相互無料開放

早期健全化

事業再生

■業務提携の内容�

■資本提携の内容�

■経営統合に向けた検討の開始�

統 合 準 備 委 員 会�

統合準備事務局�

総合企画�
ＷＧ�

営業戦略�
ＷＧ�
�

リスク管理・�
事業再生 ＷＧ�

事務・ＩＴ�
ＷＧ�

福 岡 銀 行 熊本ファミリー銀行

福岡銀行の経営戦略 ～熊本ファミリー銀行との業務・資本提携～

を目指してまいります。�
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営業ネットワーク�
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顧客サービス向上�
�
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【県内リレーションの活用】�

Face to Faceの営業展開�

営
業
関
連
提
携�

効
率
化�

事
業
再
生
提
携�

協調営業
人財交流

相互無料開放

早期健全化

事業再生

■業務提携の内容�

■資本提携の内容�

■経営統合に向けた検討の開始�

統 合 準 備 委 員 会�

統合準備事務局�

総合企画�
ＷＧ�

営業戦略�
ＷＧ�
�

リスク管理・�
事業再生 ＷＧ�

事務・ＩＴ�
ＷＧ�

福 岡 銀 行 熊本ファミリー銀行

福岡銀行の経営戦略 ～熊本ファミリー銀行との業務・資本提携～

を目指してまいります。�
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　ふくぎんは、福岡県内の営業基盤を一層強固なものとするため、本部フロントと営業店との協業による組織的な�

営業体制を構築し、カバーセグメントの拡大と総合取引の推進を図ります。なかでも中小企業を最重要基盤と位置づけ、�

営業店による店周企業とのリレーションシップ強化、組織的な新規先開拓体制の構築、創業・新規事業への資金支援等�

により、中小企業等向貸出金の増強を図ります。また、九州他県の営業窓口となる「九州営業本部」を新設し、営業基盤�

の広域化を図ります。�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略

法人のお客さまとふくぎん

顧客セグメント 対応チャネル

種別・企業規模

公共公社�
コーポレート�
営業部�
�
ブロック店�
�
本土県外支店�

店周�
リテール店�

店頭�
リテール店�

大・中堅企業�

地域貢献ファンド�

公 務 室 �

ソリューション�
営業部�

営業統括部�
法人推進室�

九州営業本部�

法人�
ビジネスセンター�

プライベート�
バンキンググループ�

中小企業�

リテール法人�

個　　人�

個人事業主�

創業期�

成長期�
・�

成熟期�

本部フロント営 業 店

一
般
事
業
法
人�

中
小
企
業�

  ■フルラインアップの法人営業展開

　お客さまへのコンサルティング機能を強化するため、「ソリューション営業部」を新設し、他行との差別化を図るとともに、�

ふくおか債権回収（サービサー）・前田証券等との協業によるサービス提供力の強化を図ります。加えて、ＩＴを活用した�

中小企業向けの財務支援サービスの構築、富裕層や公共公社向けソリューションメニューの充実により、フルライン�

アップの法人営業を展開します。�

�
  ■ソリューション営業

　営業環境が大きく変化する中、コンサルティングニーズは、税務・財務・営業斡旋をはじめM&A・事業承継・不動産�

情報など経営全般におよんでおり、こうしたニーズは今後さらに高まっていくと考えられます。�

　ふくぎんでは、お客さまのニーズにお応えするため、営業店と「ソリューション営業部」が協業しながら、さまざまな�

ソリューションメニューを提供してまいります。�

  ■リテール法人営業強化

　中小企業や個人事業主等のリテール法人のお客さまに対して、スコアリング商品による融資等を「法人ビジネス�

センター」やインターネットを活用したチャネルの高度化により、さらにサービスを充実させてまいります。�

福岡銀行の経営戦略  ～法人のお客さまとふくぎん～

フルバンキング店�

九州県外支店�
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　ふくぎんは、法人・個人事業主のお客さまが事業活動を展開されるにあたり、お客さまの資金調達・運用をはじめ�

さまざまなニーズに幅広くお応えしてまいります。�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略

お客さまのニーズに応える『ふくぎん』の商品・サービス

福岡銀行の経営戦略  ～法人のお客さまとふくぎん～

　ふくぎんでは、法人・個人事業主の方々の仕入資金、賞与資金から社屋・工場建設資金など様々な資金ニーズに�

お応えできるよう、各種商品・サービスを取りそろえ、サポートいたします。�

　手形割引・手形貸付・証書貸付等の一般融資や信用保証協会保証付融資、県・市町村の制度融資、無担保・第三者�

保証人不要の事業者ローン、政府系金融機関の代理貸付等もお取り扱いしています。また、お客さまの資金調達の�

多様化・金融手法の高度化に伴い、シンジケートローン、私募債、ファクタリング、アセット・ベースト・レンディング、�

株式公開サポート等にも積極的に取り組んでいます。�

�

・お客さまに対し、複数の金融機関が協調融資団 (シンジケート�
 団)を組成し、同一契約書・同一条件で融資させていただく�
 方法です。�

・契約までの金融機関の取りまとめ、ご融資後の返済事務は、�
  当行が幹事行として行いますので、 通常の取引に比べて�
  お客さまの負担は軽減されます。（幹事行に対する手数料�
  が必要となります。）�
�

※ ご利用に際しましては、所定の審査がございますので、あらかじめご了承ください。�

資 金 調 達

資 金 運 用

事業者ローン� シンジケートローン�

銀行保証付私募債や協会保証付私募債をお取り扱いして�
います。�

無担保、第三者保証人不要で、ふくぎんとお取引がなくても�
ご利用いただける商品をはじめとして、各種商品を取り揃えて�
います。�
�
私 募 債 �

お客さまが保有する特定企業に対する売掛債権（売掛金、受取�
手形）を当行が譲り受けることにより、お客さまの資金調達が�
可能になる商品です。　�
�

ファクタリング�

お客さまが保有する在庫、売掛金等の流動資産の事業価値�
部分を担保とする商品です。�

アセット・ベースト・レンディング�

収益不動産を対象とし、その不動産から生じるキャッシュ�
フローだけを返済原資とする融資取引です。不動産ノン�
リコースローン取引を利用してお客さまが所有する不動産を�
流動化することで、資金調達のみならず、資産のオフバランス�
化、不動産所有リスクの回避など、経営戦略上の大きなメリット�
も期待できます。�

ノンリコースローン�

�

　ふくぎんでは、お客さまの資金運用ニーズにお応えするために、金額等に応じてスーパー定期、大口定期、譲渡性�

預金などの預金商品をご提供しています。また、金融環境の変化に対応し、お客さまの資金運用ニーズにマッチした�

商品等をタイムリーに提供してまいります。�

ふくぎん外為Webで�
事務処理をもっとスムーズに！�解決策はきっとあります�

　経理事務の合理化、資金の効率的運用に積極的に対応するため、ふくぎんではお客さまがオフィスから直接各種振込や�

即時の資金移動、取引内容の照会など銀行取引ができる「エレクトロニックバンキングサービス」をご提供しています。�

　ふくぎんは、お客さまの効率化・省力化のソリューションとなる各種サービスをご用意し、導入からサービス開始までの�

きめ細やかなサポートを行っています。�

ふくぎんビジネスバンキングWebのメリット

ふくぎん外為Webのメリット

専用端末・ソフト不要！�
インターネットに接続できるパソコン・電子メールアドレスがあれば、すぐに�
ご利用いただけます。�

●ご利用いただける方�

●サービス内容�

※外国送金については指定日当日の受付も可能です。�
※指定希望日の1ヵ月前の翌営業日から指定日前営業日まで受付いたします。�
※指定日当日の外国仕向送金の対外発信及び輸入信用状の発行等を確約するものではありません。�
※輸入信用状は別途審査手続きが必要です。�
�

法人・個人事業主の方で、インターネットに接続できるパソコンをお持ちで、インターネット�
経由の電子メールが受信できるメールアドレスをお持ちの方に限ります。�

低コストで経済的にビジネスをサポート。�
ご利用状況に応じた料金設定なので、コスト面でも貴社をサポートします。�
●月額基本料： 1,050円(Web-ANSER＋Pay-easy)�
   （消費税込）  5,250円(Web-ANSER+Web-一括伝送＋Pay-easy)

専用端末・ソフト不要！�
インターネットに接続できるパソコン・電子メールアドレスがあれば、すぐに�
ご利用いただけます。�

万全なセキュリティで、ご利用者を厳しく制限。�

0120-845-005

最新の暗号化技術（128bit SSL暗号化通信方式）を採用しています。�
ログインID・ログインパスワード等により、※ご利用者がご本人であること�
を確認しています。�

「銀行が遠いナ」と感じていませんか。� 外国為替取引は「手間」と「時間」がかかりすぎ！�
と感じていませんか。�

※利用者登録�

�●最大20人まで登録可能です。�
●利用者ごとにログインID・ログインパスワード操作権限を設定できます。�
●マスターユーザは、一般ユーザの利用を一括して停止・開始することができます。�
　例えば「業務終了時間後の利用を禁止する」といった運用が可能です。�

操作方法に関する�
お問合せ�

ふくぎんビジネスバンキングWebサポートデスク� 受付時間／AM9:00～PM6:00�
但し、銀行休業日は除きます。�

事 務 の 合 理 化

ふくぎんビジネスバンキングWeb ふくぎん外為Web

お客さまのパソコン(またはFB端末)でNTTのANSERシステム�
を利用し、複数の銀行の預金口座間の集中、配分、調整を即時�
かつ、自動的に行うサービスです。�

資金集中管理サービス�

お取引先の集金業務を合理化するために、集金先の取引金融�
機関(Qネット提携金融機関)から、口座振替により代金を回収�
するサービスです。�

Qネット代金回収サービス�

広域(全国的)におよぶ販売代金等の回収業務を合理化する�
サービスです。当行が提携した集金代行会社三菱UFJファクター�
(株)の提携金融機関から口座振替により代金を回収します。�
�

ふくぎんワイドネットサービス�

お客さまの販売代金等の請求先毎に振込専用口座番号を割当て、�
専用口座番号情報を基準に振込人の特定を行うことができる�
サービスです。�
�
�

ふくぎん入金照合サービス�

販売代金等をCNS(地銀ネットワークサービス)が提携する�
コンビニで収納し、お客さまの口座に入金するとともに、収納�
結果データを還元するサービスです。�

●銀行の待ち時間が面倒だ。�
●急ぎの振込みがよくある。�
●もっとコストを削減したい。�
●社員の時間も大切にしたい。�

●書類の授受に時間がかかる。�
●電話やFAX、郵送…事務負担が大きい。�
●リスクもあるしコストもかかる。�

コンビニ収納サービス�

公共料金の引落予定明細を、引落日の前営業日までにお客さま�
が照会できるサービスです。�

公共料金明細通知サービス�

■サービスの内容� ■サービスのご案内�

口座�
振替�

給与・�
賞与振込�

地方税�
納付�

便利かつ、スピーディー。時間を気にせず快適取引。�
オフィスにいながら、残高、取引照会や振込・振替などの銀行取引がリアルタイムで�
利用できます。スケジュールを気にすることなく急な振込にもムリなく対応できます。�

来店不要！ 便利かつ、スピーディー。�
オフィスにいながらに外国送金・信用状開設・変更のできる大変便利な�
サービスです。�

振込�
振替�

照　会�
（残高・入出金明細）�

総合�
振込�

●サービス手数料（消費税込）�

※別途インターネットを利用するための通信�
　料金及びプロバイダー料金が必要です。�

※代り金が外貨預金及び円建て送金の場合はリフティング�
　チャージ0.05％(最低2,500円)が加算されます。�
※手数料については事前に通知することなく変更する場合�
　があります。�
� 窓口受付より1,000円お得！！�

サービスの種類�

外国送金�

輸入信用状�

初期ご契約料�

月額ご利用料�

支払銀行手数料受取人負担�

支払銀行手数料依頼人負担�

10,500円�

4,200円�

4,000円�

6,500円�

外国仕向送金のお申込みにご利用いただけます。�

輸入信用状の発行及び条件変更のお申込みにご利用いただけます。�

サービス内容� お取り扱い時間�

弊行窓口営業日�
8：00～21：00

外国への�
仕向送金�
(電信送金)
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　ふくぎんは、法人・個人事業主のお客さまが事業活動を展開されるにあたり、お客さまの資金調達・運用をはじめ�

さまざまなニーズに幅広くお応えしてまいります。�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略

お客さまのニーズに応える『ふくぎん』の商品・サービス

福岡銀行の経営戦略  ～法人のお客さまとふくぎん～
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�
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資 金 調 達

資 金 運 用
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�
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輸入信用状の発行及び条件変更のお申込みにご利用いただけます。�

サービス内容� お取り扱い時間�

弊行窓口営業日�
8：00～21：00

外国への�
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(電信送金)
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福岡銀行の経営戦略  ～法人のお客さまとふくぎん～

　ふくぎんでは、地域社会への貢献を目的とした『公益信託』や障害者の方の生活の安定を図る『特定贈与信託』を�

本体業務として取り扱っています。現在、「椎木正和記念アジア留学生奨学基金」「福銀報公会伝統工芸品等助成基金」�

などの公益信託を受託しています。�

　また、ふくぎんは、三菱UFJ・住友・みずほの各信託銀行の代理店として土地信託・動産信託・年金信託・特定金銭�

信託・金銭債権信託・証券代行・国民年金基金加入推奨・遺言信託などの代理業務も行っています。�

�

　『ふくぎん経営者クラブ』は、最新の経営情報や�

各種コンサルティングサービス、業種を超えた情報�

の交換の場を提供しています。�

　ビジネスチャンスに直結する価値ある情報提供�

を通じて会員企業の発展のお手伝いをさせて�

いただきます。�

�

特典紹介・総合案内

●経営のヒントを「読む」「聞く」「見る」

「ビジネスリポート」のご提供

毎月お送りする経営者必携の3点セット

全国に向けて、会員企業様の商談情報を無料で発信

1.60分を10倍に生かす「トップの情報CD」�
2.日経ベンチャー等月刊誌�
3.NVCマンスリー�

1.日経ベンチャー「誌上商談」�
2.インターネット・サイト「バーチャル商談会」�

1.ふくぎん経営者クラブ主催「経営講演会」�
2.経営相談室主催「実務セミナー」�

●経営者の知恵袋。使い込むほど価値がでる！

●事業拡大のチャンス！

経営講演会・実務セミナー開催
●経営の神髄を聞く。実務情報を習得する

ふくぎん経営者クラブ

　法人ビジネスセンターは中小企業・個人事業主の方々の�

事業融資にお応えするための専門センターです。ご利用�

いただける方は、「ふくぎんとご融資取引のない中小企業・�

個人事業主の方々」「既に法人ビジネスセンターとお取引の�

ある方々」です。ご利用時間は月曜日から土曜日まで午前9時�

から午後5時までお電話・FAXでご相談を受け付けています。�

経営者
Fukuoka Bank Top Management Club

ご入会の

お申込み

ふくぎん経営者クラブに�
関するお問い合わせは、�
お取引の福岡銀行本支店�
へお申し付けください。�

●入会金は無料

●年会費35,000円

不動産担保融資 福岡県融資制度
長期経営安定資金

設備資金など�
まとまった資金が必要な時に！！� より低金利で長期資金が�

必要な方におススメ！！�

TEL 092-752-5971（携帯電話の場合）�
FAX 092-752-5976

（営業時間……月曜日～土曜日はAM9：00～PM5：00まで、土曜日については電話相談のみとなります。）�

■ふくぎん法人ビジネスセンター福岡�

0120-279-005
0120-950-005

（新規のお客さま専用です。）� TEL 093-521-8210（携帯電話の場合）�
FAX 093-521-8211

■ふくぎん法人ビジネスセンター北九州�

0120-897-005
TEL 0942-32-6850（携帯電話の場合）�
FAX 0942-32-6851

■ふくぎん法人ビジネスセンター久留米�

0120-759-005センターのサービスをご提供
できない地区がございます。
まずは、最寄りのセンターに
お電話ください

　金融の自由化・国際化にともない、金利や為替の変動が企業業績に与える影響は大きくなっています。�

　ふくぎんでは、法人のお客さまの金利・為替・天候等の変動リスクのヘッジニーズにお応えできるよう、金融先物取引�

やオプション取引、スワップ取引などのデリバティブを利用した金融商品をご提供するとともに、天候などに関する�

リスクについても対応できる体制を整えています。�

　ふくぎんは、事業拡大、事業多角化をお考えのお客さま、事業承継でお悩みのお客さま、事業承継を円滑に行いたいと�

お考えのお客さま、株式公開をお考えのお客さま、経営課題を解決したいとお考えのお客さまなど、さまざまなコンサル�

ティングニーズに的確に対応するため、「ソリューション営業部」を新設し、営業店の推進サポート体制を充実させています。�

　また、地域の暮らしや経営情報を提供するため、産業動向について分析した『調査月報』、九州経済の全容をまとめた�

『九州の経済』、アジア各国についての『アジア四季報』などの刊行物を発行しています。�

　お取引先を対象とした『ふくぎん経営者クラブ』では、「ビジネスリポート」などの経営情報提供サービス、日経ベン�

チャー「誌上商談」・Nikkei BP Network内のインターネット・サイト「バーチャル相談会」などの商談情報発信�

サービス、経営講演会・実務セミナーの開催をはじめ、最新の経営情報のご提供やビジネスマッチング、異業種交流の�

場をご提供しています。さらに、本店の「経営相談室」では、直接お客さまから企業財務や法律、税務についての�

ご相談を承っているほか、講師を招いての「ふくぎん実務講座」や「ふくぎん経営セミナー」等の開催やお取引先へ�

の講師の紹介なども行っています。�

　ふくぎんでは、お客さまのさまざまな企業ニーズにお応えできるように体制を整備し、今後も積極的に明確な�

アドバイスを行ってまいります。�

�

　九州において中国をはじめとしたアジア各国との関係が深まる中、ふくぎんでは�

豊富な経験により、お客さまの海外取引を積極的にお手伝いさせていただいて�

います。�

　また、海外投資・貿易取引に関する相談窓口として「アジアセンター」を設置して�

おり、海外駐在員事務所と連携して、さまざまな現地情報をご提供しています。�
ふくぎん中国セミナー ～中国の最新情勢と貿易・進出のポイント～�

海 外 取 引

リスクヘッジ

コンサルティング・経営サポート

信 託 業 務

ふくぎん法人ビジネスセンター

ベストリリーフ
ベストリリーフL

TKC戦略経営者ローン
急な資金需要にも�

スピーディーに応えます。�

手 形 割 引
手形期日前の諸払資金として！！�

原則3営業日以内にご回答

低利！ 固定！1.95％
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経営者
Fukuoka Bank Top Management Club

ご入会の

お申込み

ふくぎん経営者クラブに�
関するお問い合わせは、�
お取引の福岡銀行本支店�
へお申し付けください。�
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不動産担保融資 福岡県融資制度
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FAX 092-752-5976

（営業時間……月曜日～土曜日はAM9：00～PM5：00まで、土曜日については電話相談のみとなります。）�
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まずは、最寄りのセンターに
お電話ください
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�
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海 外 取 引

リスクヘッジ

コンサルティング・経営サポート

信 託 業 務

ふくぎん法人ビジネスセンター

ベストリリーフ
ベストリリーフL

TKC戦略経営者ローン
急な資金需要にも�

スピーディーに応えます。�

手 形 割 引
手形期日前の諸払資金として！！�

原則3営業日以内にご回答

低利！ 固定！1.95％
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　ふくぎんは、お客さまとのお取り引きをより強固なものにするため、ライフステージに応じた商品を、様々なチャネル

でタイムリーに提供してまいります。店頭では説明・相談営業力の向上に取り組み、お客さまのニーズの具体化に

繋げてまいります。�

　また、消費性ローン・クレジットカードの商品性を高め、お客さまの拡大、利便性の向上に取り組みます。その他、「ローン

センター」「リプラ」といった相談窓口を充実させ、お客さまの満足度を高める施策を展開してまいります。�

　ふくぎんは、全ての本支店に相談窓口をご用意しています。その他、「ローンセンター」「ローンプラザ」や個人専用

チャネル「リプラ」、「ダイレクトバンキング」等の多様なチャネルを通じて、お客さま一人ひとりに最適な商品

をスピーディに提供してまいります。また、平日の営業時間園長（本店営業部・博多駅前支店、諸届業務・相談業務）

や「リプラ」「ローンセンター」での休日営業など、お客さまの利便性の向上に取り組んでいます。�

　ふくぎんは、個人のお客さまのライフステージに合わせ、さまざまなニーズに幅広くお応えできるように、便利な

商品・サービスをご提供しています。�

個人のお客さまとふくぎん

ふくぎんの営業体制

ふくぎんの商品・サービスラインナップ

お客さまのニーズ
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資産活用資金 アパートローン

住宅ローン

消費性ローン

本部FPグループ
本部FPグループ

営 業 店

ローンセンター

アパートローンセンター

営 業 店

営 業 店

ダイレクト
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インターネット
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リ
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個人預金

個人渉外
ローカウンター

ローカウンター

本 部

個人渉外

プライベート
バンキング

ローンセンター
担当

ハイカウンター

外貨預金

投資信託

遺言信託

証券仲介
保 険

個人年金保険
公 共 債

クレジットカード
決済関連

小口目的資金

販 売 商 品 販売体制 販売チャネル

福岡銀行の経営戦略 ～個人のお客さまとふくぎん～

年代

10�
代�

20�
代�

30�
代�

40�
代�

50�
代�

60�
代�

ライフステージ

大学ご進学

お子さまご誕生

お子さまご進学

年金受取開始

将来に向けた
資産形成

ご 就 職

ご 結 婚

ご 退 職

住宅ご購入

ご預金、投信など

●積立式定期預金「ためる～ん」�
●積立型投信�
●一般財形預金�

●ふくぎんポイントくらぶ�
　「マイバンク」�
●アレコレカード�
●給与振込�
●テレホンバンキング�
●インターネットバンキング�
●モバイルバンキング�
�
●公共料金自動支払い�
●ふくぎんマイホーム応援くらぶ�

●ニューオートローン�
�

●インターネット専用口座�
　「Net-One（ネットワン）」�

●口座セキュリティサービス�

●ふくぎんリプラ�
　住宅や貯蓄に関するご相談�

●ナイスカバー�
　（カードローンタイプ）�

●住宅ローン�
�
�
�
●リフォームローン（かいぞうくん）�

●一本勝負（一般口）�
●一本勝負（提携口）�

●学資ローン�

●財形年金預金�
●財形住宅預金�

●定期預金�
●投資信託�
●証券仲介�
●各種保険�
●スーパー外貨定期�

●積立式定期預金�
　「ためる～んKIDS」�
●バースデー定期�

�
●大口定期預金�
●変動金利定期預金�
●利息分割受取型定期預金�
●定期預金「夢いっぱい」�

●退職金運用ご相談�
●ライフプランセミナー�
●年金受取ご予約サービス�
　「夢プラン」�
●貸金庫�
●年金振込�

ご融 資 サービス、その他

�
●定額年金保険�
●変額年金保険�

●ナイスカバー（分割返済タイプ）�
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住宅購入は
何から始めたら
いいの？

間取りが
決まらなくて…

土曜・日曜しか
行けないけど？

お金をうまく
増やしたいけど
どうしたらいいの？

�■ローンセンター・ローンプラザ

住まいやマネーに関する書籍が1,000冊以上！

会員（会費無料）になると2週間で2冊、無料で借りる�
こともできます。�

建築士相談サ ービス！ バラエティゆたかなセミナーを開催！

［ふくぎんリプラ西新町］

■営業時間　平　  日／午前10時～午後5時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

〒814-0002�
福岡市早良区西新4-9-28�
（西新脇山口交差点）�
福岡銀行西新町支店1階�
TEL：092-847-0371　�
FAX：092-847-0372

［ふくぎんリプラ天神町］
〒810-0001�
福岡市中央区天神1-6-8�
（天神ツインビル1階）�
福岡銀行天神町支店1階�
TEL：092-723-2011　�
FAX：092-723-2031

［ふくぎんリプラ北九州］
〒802-0007�
北九州市小倉北区船場町2-1�
(小倉井筒屋本館東隣) �
福岡銀行小倉支店1階�
TEL：093-521-3159　�
FAX：093-521-3160

『リプラ』とは、

LIVING（住まい）PLAZA

LIFE（生活設計）PLAZA

LIBRARY（図書館）PLAZA

をイメージした造語です。

女性の建築士に気軽にご相談できます。�
マイホーム＆マネーに関するセミナーを随時開催�
しています。�

�■ふくぎんリプラ

　ふくぎんでは、お客さまの「住まい」や「お金」に関する疑問や相談にお応えするため「ふくぎんリプラ」を西新町

支店と天神町支店、小倉支店に開設しています。�

　住宅ローン・資産運用商品に関する相談業務をはじめ各種サービス（セミナー開催・図書貸出サービス・建築士

相談サービス等）を行っています。�

　土・日曜日もオープンしており、小さなお子さまが遊べるキッズスペースもありますので、ご家族の皆さまでお気軽

にお越しください。�

今後開催予定の主なセミナー�

●「住宅セミナー」�
・はじめて家を買う準備「お金編」「税金編」「設備編」�
　　　　　　　　　　「リプラがご案内！マンションモデルルームへ行ってみよう！」�
　　　　　　　　　　「中古住宅はここを見なきゃだめ！」�
・インテリアコーディネート入門�
・「リプラがご案内！ショールームへ行ってみよう！」�
�●イブニングマネーセミナー「アフター5(ファイブ)セミナー」�

�

・今後の日本株式市場について�
・外国株式市場の魅力について�
・国際分散投資について�
�

●匠シリーズ ～投資信託の運用を担当する投信会社から講師を迎えるセミナー～�
�

●いまからはじめる個人向け国債�

●万一の時・・・遺言・相続入門セミナー�

●年金セミナー「ライフプラン(年金)セミナー」�

�
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ふくぎんの営業チャネルのご紹介

デザインが選べます！�
好みに合わせて6種類のデザインから選べます。�

最大13ヵ月の入出金明細が見れます！�

過去6ヵ月・未来12ヵ月のカレンダーが自由に利用できます。�
フリーメモ機能を利用してスケジュール管理等に活用できます。�

『電子メール通知サービス』が口座管理をサポートします！�
「キャッシュカードによるお支払や振込入金等」があった場合にお知らせします。�
 アレコレカード等のお支払い金額を事前にお知らせします。�

サービス機能�

※通知対象は順次拡大しています。�※ネットワン申込後、別途インターネットバンキングでお申込みが必要です。�

MAIL

!

表示明細の印刷やCSV形式でのダウンロードもできます。�
フリーメモ機能を利用して明細ごとにメモ入力ができます。�

※ネットワン口座登録日、インターネットバンキング契約日、サービス指定口座の登録日等により、口座毎に照会可能な期間は異なります。�

※デザインは変更される場合があります。�

カレンダー機能が便利です！�

約1ヵ月先までの「予約振込」及び「予約振替」ができます。�

　ふくぎんでは、お客さまの住宅資金ニーズやご相談に適切にお応えできるように、「ローンセンター」を県内14カ

所に設置しています。本店・北九州のローンセンターでは毎週日曜日、その他のローンセンタ－では月2回または1回

の日曜営業を実施しています。�

　「ローンセンター」「ローンプラザ」では、住宅ローン・住宅金融公庫・各種ローンに関するご相談、ご質問について

専門スタッフがわかりやすくお答えしてまいります。ご来店の際は、あらかじめお電話いただければお待たせいたしま

せん。お電話お待ちしています。�

�■インターネット専用口座「Net-One（ネットワン）」

　パソコンやケータイが通帳になる新しいスタイルの口座です。�

■ローンプラザ

福岡市中央区天神2-13-1住所

092-723-2231電話

092-725-1540FAX

本店ローンセンター ［本店2階］

福岡市博多区博多駅前2-2-1住所

092-441-3560電話

092-441-3563FAX

博多駅前ローンセンター�［博多駅前支店2階］

福岡市早良区西新4-9-28住所

092-821-2232電話

092-843-1836FAX FAX

西新町ローンセンター�［西新町支店2階］

福岡市西区姪浜駅南1-7-1住所

092-881-2641電話

092-881-2675FAX

姪浜ローンセンター�［姪浜支店2階］

福岡市南区大橋1-10-18住所

092-551-2141電話

092-551-2148FAX

大橋ローンセンター�［大橋支店2階］

福岡市博多区竹丘町2-2-21住所

092-581-2621電話

092-581-2640FAX

雑餉隈ローンセンター�［雑餉隈支店2階］

筑紫野市二日市中央2-5-1住所

092-924-2129電話

092-923-4364FAX

二日市ローンセンター ［二日市支店2階］

福岡市東区箱崎1-44-18住所

092-641-0347電話

092-641-2661FAX

箱崎ローンセンター�［箱崎支店1階］

福岡市東区香椎駅前2-12-13住所

092-681-7601電話

092-671-9672FAX

香椎ローンセンター�［香椎支店2階］

古賀市天神1-3-35住所

092-943-7438電話

092-943-1764FAX

古賀ローンセンター�［古賀支店1階］

北九州市八幡西区折尾1-13-6住所

093-601-9901電話

093-603-8577FAX

折尾ローンセンター�［折尾支店2階］

久留米市日吉町16-18住所

0942-32-4641電話

0942-32-4787FAX

久留米ローンセンター�［久留米営業部1階］

行橋市中央3-1-22住所

0930-22-0447電話

0930-23-9767FAX

行橋ローンプラザ�［行橋支店2階］

飯塚市片島1-2-25住所

0948-22-5992電話

0948-22-7513FAX

飯塚ローンプラザ�［飯塚支店1階］

朝倉市甘木1842-1住所

0946-22-2943電話

0946-22-9051FAX

甘木ローンプラザ ［甘木支店1階］

北九州市小倉北区船場町2-1住所

093-541-2720電話

093-541-1724FAX

北九州ローンセンター ［小倉支店4階］

北九州市八幡西区黒崎3-2-2住所

093-642-5326電話

093-642-5370FAX

黒崎ローンセンター ［黒崎支店2階］

大牟田市不知火町1-4-1住所

0944-52-3225電話

0944-51-8380FAX

大牟田ローンプラザ ［大牟田支店1階］

■ローンセンター

ふくぎんインターネット専用口座�

ネットワン

通帳を発行しませんので、�
盗難・紛失のご心配がいりません！�

ダイレクトバンキングご利用手数料が無料！！

ネットワン口座1冊につきマイバンクのポイントが�
5ポイント！！

当行ATM時間外手数料が1年間無料！！

※最大10ポイントまでとなります。　※登録月の月末時点で集計されます。�

※ネットワン申込で登録月の翌月から無料になります。�

※マイバンク三ツ星特典を登録月の翌月15日から受けることができます。�

サービス特典�

セキュリティ
アップ！

■営業時間　平　  日／午前10時～午後5時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

■営業時間　平　  日／午前10時～午後9時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

・「お金美人へのツール」シリーズ�
・働く女性のためのマネーセミナー  ～経済的自立＆人生を楽しむために～�

●女性限定セミナー�

●セカンドライフセミナー「定年後のかしこいマネープランの立て方」�

福
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住まいとお金 の�
新しい相談スペース�



住宅購入は
何から始めたら
いいの？

間取りが
決まらなくて…

土曜・日曜しか
行けないけど？

お金をうまく
増やしたいけど
どうしたらいいの？

�■ローンセンター・ローンプラザ

住まいやマネーに関する書籍が1,000冊以上！

会員（会費無料）になると2週間で2冊、無料で借りる�
こともできます。�

建築士相談サ ービス！ バラエティゆたかなセミナーを開催！

［ふくぎんリプラ西新町］

■営業時間　平　  日／午前10時～午後5時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

〒814-0002�
福岡市早良区西新4-9-28�
（西新脇山口交差点）�
福岡銀行西新町支店1階�
TEL：092-847-0371　�
FAX：092-847-0372

［ふくぎんリプラ天神町］
〒810-0001�
福岡市中央区天神1-6-8�
（天神ツインビル1階）�
福岡銀行天神町支店1階�
TEL：092-723-2011　�
FAX：092-723-2031

［ふくぎんリプラ北九州］
〒802-0007�
北九州市小倉北区船場町2-1�
(小倉井筒屋本館東隣) �
福岡銀行小倉支店1階�
TEL：093-521-3159　�
FAX：093-521-3160

『リプラ』とは、

LIVING（住まい）PLAZA

LIFE（生活設計）PLAZA

LIBRARY（図書館）PLAZA

をイメージした造語です。

女性の建築士に気軽にご相談できます。�
マイホーム＆マネーに関するセミナーを随時開催�
しています。�

�■ふくぎんリプラ

　ふくぎんでは、お客さまの「住まい」や「お金」に関する疑問や相談にお応えするため「ふくぎんリプラ」を西新町

支店と天神町支店、小倉支店に開設しています。�

　住宅ローン・資産運用商品に関する相談業務をはじめ各種サービス（セミナー開催・図書貸出サービス・建築士

相談サービス等）を行っています。�

　土・日曜日もオープンしており、小さなお子さまが遊べるキッズスペースもありますので、ご家族の皆さまでお気軽

にお越しください。�

今後開催予定の主なセミナー�

●「住宅セミナー」�
・はじめて家を買う準備「お金編」「税金編」「設備編」�
　　　　　　　　　　「リプラがご案内！マンションモデルルームへ行ってみよう！」�
　　　　　　　　　　「中古住宅はここを見なきゃだめ！」�
・インテリアコーディネート入門�
・「リプラがご案内！ショールームへ行ってみよう！」�
�●イブニングマネーセミナー「アフター5(ファイブ)セミナー」�

�

・今後の日本株式市場について�
・外国株式市場の魅力について�
・国際分散投資について�
�

●匠シリーズ ～投資信託の運用を担当する投信会社から講師を迎えるセミナー～�
�

●いまからはじめる個人向け国債�

●万一の時・・・遺言・相続入門セミナー�

●年金セミナー「ライフプラン(年金)セミナー」�

�
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ふくぎんの営業チャネルのご紹介

デザインが選べます！�
好みに合わせて6種類のデザインから選べます。�

最大13ヵ月の入出金明細が見れます！�

過去6ヵ月・未来12ヵ月のカレンダーが自由に利用できます。�
フリーメモ機能を利用してスケジュール管理等に活用できます。�

『電子メール通知サービス』が口座管理をサポートします！�
「キャッシュカードによるお支払や振込入金等」があった場合にお知らせします。�
 アレコレカード等のお支払い金額を事前にお知らせします。�

サービス機能�

※通知対象は順次拡大しています。�※ネットワン申込後、別途インターネットバンキングでお申込みが必要です。�

MAIL

!

表示明細の印刷やCSV形式でのダウンロードもできます。�
フリーメモ機能を利用して明細ごとにメモ入力ができます。�

※ネットワン口座登録日、インターネットバンキング契約日、サービス指定口座の登録日等により、口座毎に照会可能な期間は異なります。�

※デザインは変更される場合があります。�

カレンダー機能が便利です！�

約1ヵ月先までの「予約振込」及び「予約振替」ができます。�

　ふくぎんでは、お客さまの住宅資金ニーズやご相談に適切にお応えできるように、「ローンセンター」を県内14カ

所に設置しています。本店・北九州のローンセンターでは毎週日曜日、その他のローンセンタ－では月2回または1回

の日曜営業を実施しています。�

　「ローンセンター」「ローンプラザ」では、住宅ローン・住宅金融公庫・各種ローンに関するご相談、ご質問について

専門スタッフがわかりやすくお答えしてまいります。ご来店の際は、あらかじめお電話いただければお待たせいたしま

せん。お電話お待ちしています。�

�■インターネット専用口座「Net-One（ネットワン）」

　パソコンやケータイが通帳になる新しいスタイルの口座です。�

■ローンプラザ

福岡市中央区天神2-13-1住所

092-723-2231電話

092-725-1540FAX

本店ローンセンター ［本店2階］

福岡市博多区博多駅前2-2-1住所

092-441-3560電話

092-441-3563FAX

博多駅前ローンセンター�［博多駅前支店2階］

福岡市早良区西新4-9-28住所

092-821-2232電話

092-843-1836FAX FAX

西新町ローンセンター�［西新町支店2階］

福岡市西区姪浜駅南1-7-1住所

092-881-2641電話

092-881-2675FAX

姪浜ローンセンター�［姪浜支店2階］

福岡市南区大橋1-10-18住所

092-551-2141電話

092-551-2148FAX

大橋ローンセンター�［大橋支店2階］

福岡市博多区竹丘町2-2-21住所

092-581-2621電話

092-581-2640FAX

雑餉隈ローンセンター�［雑餉隈支店2階］

筑紫野市二日市中央2-5-1住所

092-924-2129電話

092-923-4364FAX

二日市ローンセンター ［二日市支店2階］

福岡市東区箱崎1-44-18住所

092-641-0347電話

092-641-2661FAX

箱崎ローンセンター�［箱崎支店1階］

福岡市東区香椎駅前2-12-13住所

092-681-7601電話

092-671-9672FAX

香椎ローンセンター�［香椎支店2階］

古賀市天神1-3-35住所

092-943-7438電話

092-943-1764FAX

古賀ローンセンター�［古賀支店1階］

北九州市八幡西区折尾1-13-6住所

093-601-9901電話

093-603-8577FAX

折尾ローンセンター�［折尾支店2階］

久留米市日吉町16-18住所

0942-32-4641電話

0942-32-4787FAX

久留米ローンセンター�［久留米営業部1階］

行橋市中央3-1-22住所

0930-22-0447電話

0930-23-9767FAX

行橋ローンプラザ�［行橋支店2階］

飯塚市片島1-2-25住所

0948-22-5992電話

0948-22-7513FAX

飯塚ローンプラザ�［飯塚支店1階］

朝倉市甘木1842-1住所

0946-22-2943電話

0946-22-9051FAX

甘木ローンプラザ ［甘木支店1階］

北九州市小倉北区船場町2-1住所

093-541-2720電話

093-541-1724FAX

北九州ローンセンター ［小倉支店4階］

北九州市八幡西区黒崎3-2-2住所

093-642-5326電話

093-642-5370FAX

黒崎ローンセンター ［黒崎支店2階］

大牟田市不知火町1-4-1住所

0944-52-3225電話

0944-51-8380FAX

大牟田ローンプラザ ［大牟田支店1階］

■ローンセンター

ふくぎんインターネット専用口座�

ネットワン

通帳を発行しませんので、�
盗難・紛失のご心配がいりません！�

ダイレクトバンキングご利用手数料が無料！！

ネットワン口座1冊につきマイバンクのポイントが�
5ポイント！！

当行ATM時間外手数料が1年間無料！！

※最大10ポイントまでとなります。　※登録月の月末時点で集計されます。�

※ネットワン申込で登録月の翌月から無料になります。�

※マイバンク三ツ星特典を登録月の翌月15日から受けることができます。�

サービス特典�

セキュリティ
アップ！

■営業時間　平　  日／午前10時～午後5時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

■営業時間　平　  日／午前10時～午後9時    �
　　　　　　土・日曜／午前10時～午後5時�（祝日は休業します）�

（年末年始・ゴールデンウィークは除きます）�

・「お金美人へのツール」シリーズ�
・働く女性のためのマネーセミナー  ～経済的自立＆人生を楽しむために～�

●女性限定セミナー�

●セカンドライフセミナー「定年後のかしこいマネープランの立て方」�
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住まいとお金 の�
新しい相談スペース�



・時間帯によって、時間外手数料［105円（消費税込）］が必要となります。�
8：008：45 18：00 21：00

9：00 17：00

無  料�

平　 　日�

土・日・祝日�

［ATM手数料相互無料化］�

［コンビニATMサービス］�

［クレジット会社とのキャッシングサービス提携］�

105円�105円�

105円�

お引出し
手 数 料
お引出し
手 数 料
お引出し
手 数 料 無料� 無料�

福岡

 　　      　　　　　にある�

平日24時まで�
お引き出しいただけます。�

8：00～21：00平日� 土曜・日曜・祝日�9:00～17:00�
�

ご 利 用 時 間

バンクカード� UCJCB

★� ★�

（カードローン・ショッピングのご返済）�
ディーシーカード� アメリカン・エキスプレス�

R

ダイナースクラブカード�

オリエントコーポレーション� UFJニコス� オリックス・クレジット� 日専連ベネフル� プロミス�シティックスカード� 銀座堂� NCみいけ� トヨタファイナンス�

三洋信販� 楽天KCしんわ�
（キャッシングのご返済）�

ジャックス� セントラルファイナンス� 全日信販� 山陰信販� エージーカード�ゆめカード�

モデルクレジット�

※1 VISAジャパングループ各社のカード　※2 オムニカードグループ各社のカード   ★印を付しているカードはご返済も可能です。�

当行自動サービスコーナーで、下記クレジットカードのキャッシングサービスがご利用いただけます。�

それぞれのATM・CDからお引き出し手数料無料でご利用いただけます。�

※1 ※2

VISA マスターカード�

R

R

東京三菱キャッシュワン�ライフ� クレディセゾン�ユピカード� アコム�

※キャッシュカードのみのお引き出しとなります。〈個人の普通預金・貯蓄預金・カードローン（広島銀行に限り�

　法人キャッシュカードもご利用いただけます。）〉※自動サービスコーナーによって、利用可能時間が異なります。�

※土曜日、日曜日、祝日はご利用いただけないサービスコーナーもございます。※共同コーナーには、手数料�

　無料化の対象とならないコーナーがあります。�

●セブン銀行ATM設置場所につきましては、セブン銀行ホームページをご覧ください。�

●イーネットATM設置場所につきましては、イーネットホームページをご覧ください。�

サ ー ビ ス 内 容福岡銀行のキャッシュカードがさらに便利に！！

お預け入れ� 残高照会�お引き出し�

ポケットカード�オーシー�イオンクレジットサービス� ジーシーカード� オーエムシーカード� アイフル� CFJ 伊勢丹アイカード�

九州日本信販�

※金額は手数料（消費税込）�

■当行CD・ATMをご利用の場合�

■ATM網の充実�■ダイレクトバンキング ～電話・インターネット・携帯電話による銀行取引～

　「ふくぎんダイレクトバンキング」では、電話やパソコン、携帯電話を使って残高のご確認や�

お振込みなどのさまざまな銀行取引が簡単にご利用できます。ご利用いただけるお取引�

内容も拡大しており、電話やインターネットでの「投資信託取引」、インターネット、携帯�

電話での税金・各種料金払込み「Pay-easy（ペイジ－）」の取り扱いもしています。�

　お申し込みはインターネット（ホームページ）からもできます。�

★1

■主なご利用可能サービスおよびご利用時間

●インターネットバンキング ●モバイルバンキング●テレホンバンキング

テレ
ホンバンキング　　
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タ
ー
ネ
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ト
バ

ンキング　　　モ
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ル
バ
ン
キ
ン
グ

ふくぎん�
ダイレクト�
バンキング�

電話、インターネット、携帯電話�
（iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！）で、銀行取引がとってもラクラク！�
「ふくぎんダイレクトバンキング」は、電話（携帯電話を含む）、パソコン、iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！対応の携帯電話を利用して、�
残高照会・お振込み・お振替え・定期預金作成・口座開設などの銀行取引を、いつでもどこでも手軽にご利用いただけるサービスです。�

0120-366-567 http://www.fukuokabank.co.jp
携帯電話からは、092-432-6032

アクセス
imenu → メニューリスト → 九州・沖縄メニュー → モバイルバンキング → 地方銀行 → 福岡銀行�

 EZメニュー → トップメニュー → EZインターネット→ カテゴリで探す→バンキング・マネー → 地方銀行 → 九州 → 福岡銀行�
 ウェブ → ボーダフォンウェブ → 九州・沖縄メニュー → バンキング・カード → 地方銀行 → 福岡銀行 

iモード�

EZweb
ボーダフォンライブ！�

（●はご利用可能なサービスを表しています。）�

インターネット�
バンキング�

モバイル�
バンキング�

インターネットバンキング・�
モバイルバンキングのお申込み�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

24時間�

※1

※3

テレホンバンキング�

ローン・アレコレカードの仮申込み�

福岡銀行の国内本支店および他行の国内本支店あての電信
扱いのお振込みができます。

あらかじめご登録いただいた当行の国内本支店にあるご本人
名義口座間のお振替えができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の口座の残高が照会
できます。
あらかじめご登録いただいたご本人名義の口座の入出金明細
が照会できます。

新規口座の開設ができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の通帳式定期預金と「た
める～ん」に追加預入ができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の通帳式定期預金の
明細ごとの解約ができます。

電気、電話、ガス、水道、NHKの自動振替サービスのお申込み
ができます。

投資信託の購入、解約、買取、スイッチング（乗換え）、残高照会
等ができます。

テレホンバンキングでカンタンにお申込みできます。

ニューオートローン・学資ローンやカードローン、アレコレカード
などがカンタンにお申込みできます。

お取引をいただいている口座の支店について住所変更の手続
きができます。

預金金利、ローン金利、各種商品・サービスのお問合わせ、当行の
店舗に関するご案内、各種資料のご請求ができます。

平日�
9:00～20:00

平日�
8:00～23:00

土・日・祝日�
9:00～19:00

15：00以降
翌営業日扱い

翌営業日扱い

翌営業日扱い
19：00以降
翌営業日扱い

15：00以降
翌営業日扱い

14：00以降
翌営業日扱い

15：00以降
翌営業日扱い

19：00以降
翌営業日扱い

住 所 変 更 の お 届 け �

各 種 ご 相 談 �

残 高 照 会 �

入 出 金 明 細 照 会 �

新 規 口 座 開 設 �

定 期 預 金 の 追 加 預 入 �

定期預金の解約と解約予約�

�

●お取引内容�

事前登録先への
お振込に限ります

※5

※2

14：30以降
翌営業日扱い

14：30以降
翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い 16：00以降

翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い

14：00以降
翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い

●�

●�

●�

●�

●�

●�

24時間�

●�

●�

�

お　取　扱　時　間�

�

オペレーター
によるお取引 自動音声によるお取引

お 振 込 み�

�

8：00から9：00は、
ご利用できません。

8：00から9：00は、
ご利用できません。

あらかじめご登録いただいたご本人名義のスーパー外貨定期
預金の追加預入及び明細ごとの解約と外貨預金全般に関
するご相談ができます。
【お取扱通貨】米ドル、ユーロ、豪ドル�
【お預入金額】1千米ドル（ユーロ、豪ドル）以上10万米ドル（ユーロ、豪ドル）未満�
【お預入期間】1ヵ月・3ヵ月・6ヵ月・1年�

（米ドル）
10：30～14：00
（ユーロ、豪ドル）
11：30～14：00

外 貨 預 金 取 引 �

預金口座間のお振替え�

預入・解約取引は

●�

●�

●�

●�

●�

●�

事前登録先への
お振込に限ります

●�

●�

●�

�

●�

●�

●�

●�

�

●�

●�

●�

●�

●�

公共料金自動振替のお申込み�

※収納機関の利用時間の変動等により、利用時間内�
　でもご利用できないことがあります。�

税金・各種料金払込み�
※〈Pay-easy〉マークのある払込書が対象となります。尚マークがあっても当行ではお取扱いができないものがあります。�
※ご利用可能な収納機関はホームページにてご確認ください。�
※本サービスで払込みした税金、各種料金の領収書等については発行することができません。�
※本サービスのお取引結果については、バンキングメニューの「取引結果照会」にてご確認ください。�

当行所定の収納機関に対する各種料金を払い込むことができるサービスです。
※4

8：00～21：00
銀行営業日のみ●�

（iモードのみ対応）�

8：00～21：00
銀行営業日のみ●�

■システムメンテナンスによる営業休止期間

1
2
3

※1インターネットバンキングの新規口座開設は、積立式定期預金「ためる～ん」のみとなります。�
※2 満期日当日の解約は午後４時までの取扱い、解約予約は全て予約扱いとなります。尚、解約は自動継続定期預金の場合は、満
期日当日のみ（満期日が銀行休業日の場合は、翌営業日）非継続定期預金は満期日経過後、据置定期、期日指定定期預金は
据置期間経過後の申込となります。詳しくは、ご利用ガイドにてご確認ください。�

※3インターネットバンキングでは明細ごとの解約ができます。�
※4 モバイルバンキングは、NTT DoCoMo iモード、au EZweb、Vodafone ボーダフォンライブ！に対応しておりますが、税金・各種料金払込
み「Pay-easy（ペイジー）」サービスは、NTT DoCoMo iモードのみの対応となっております。�

※5 当座、融資、マル優、マル特、マル財、外為、財形預金、住宅金融公庫、投資信託等のお取引がある場合には、テレホンバンキン
グではなく、窓口でのお手続きとなります。�

�

※1 システメンテナンスの終了時刻は状況により前後する場合がございますのでご了承ください。�
※2 上記以外でも臨時のシステムメンテナンスが必要となった場合には、ご利用できないことがございますのでご了承ください。�
※3 臨時のシステムメンテナンスの実施については、ホームページにてご案内いたします。�

毎月第3日曜日及び祝日の第3月曜日�
ゴールデンウィーク（毎年5月3日～5月5日）　�
年末・年始（12月31日～1月3日）　�

1
2
3

毎日午前3時～午前５時�
毎週月曜日の午前3時～午前7時　�
年末・年始（12月31日午後5時～1月4日午前8時）　�

1
2
毎週月曜日の午前3時～午前7時�
年末・年始（12月31日午後5時～1月4日午前8時）　�

テレホンバンキング�
（自動音声取引）�

インターネットバンキング�
モバイルバンキング�

インターネット投信取引�

★1投 資 信 託 取 引 �

※iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！のホームページへのアクセス方法は、携帯電話各社の都合により変更になる場合がございます。�

投資信託取引及びスーパー外貨定期取引について�

投資信託取引をご利用するには、「投資信託保護預り口座」及び「投資信託指定預金口座」をダイレクトバンキングサービス指定口座とし
て事前登録することが必要です。また、投資信託取引を行うにあたっては次の内容を十分にご理解いただいたうえでお申込みください。�

■投資信託取引�

■スーパー外貨定期取引�

●投資信託は預金ではなく預金保険及び投資者保護基金の対象ではありません。�
●投資信託は値動きのある有価証券に投資するため元本及び分配金が保証されていません。�
●投資信託を購入する場合は、当該商品の最新の目論見書を熟読し、内容を十分に理解したうえでお申込みください。�
●運用による損益は投資信託を購入したお客さまに帰属します。�
●投資信託の商品購入には手数料（販売手数料・信託報酬等）が必要になります。�

◎その他、詳細についてはお取引時にオペレータよりご説明致します。�

●外貨預金は、預金保険制度の対象外となります。�
●外貨預金取引のご利用資格は原則20歳以上の方でかつ外貨預金口座をダイレクトバンキングサービス指定口座として事前�
　登録を頂いている方に限ります。�
●外貨預金の預入、解約取引の1回あたり及び1日あたりの取引限度額は、10万通貨単位未満となります。�
●外貨預金取引では、預入時に適用した為替相場（TTS）と解約時に適用した為替相場（TTB）との差により為替差益又は�
　為替差損が発生することがあります。為替相場の変動による差益及び差損は全て取引をおこなった契約者に帰属します。�

ISETAN CARD

http://www.sevenbank.co.jp/
http://www.enetcom.co.jp/pc_main.html

　　　　　　 のマークが�
あるコンビニ（ファミリー�
マート、デイリーヤマザキ、�
ミニストップ、ポプラ等）で、�
ふくぎんのキャッシュカード�
が平日24時までお引き�
出しいただけます。�

24hお取引�
で�
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　ふくぎんでは、お客さまの利便性向上のため、キャッシュポイントの拡大やATMの機能充実を行っています。�

　キャッシュポイントの拡大では、郵便貯金とのATMオンライン提携を行い、またJAバンク福岡・福岡ひびき信用金庫・�

福岡中央銀行・広島銀行・熊本ファミリー銀行とATM手数料相互無料化を実施しています。�

　さらに、セブン--イレブンにあるセブン銀行のATM及び「E-net」マークがあるコンビニエンスストア（ファミリーマート、

デイリーヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）で、平日24時までお引き出しいただけるコンビニATMサービスも行っています。�

　ATMの機能充実では、「数字選択式宝くじ」の購入やクレジット会社41社（平成18年5月末現在）と提携してキャッ

シングサービスの取り扱いを行っています。�

�

ATMで�
●コンビニATMでの「通帳によるお取引き」は、お取り扱い    
できません。�
●硬貨を伴うお引き出し・お預け入れは、お取り扱いできません。�
●1回にお預け入れ、お引き出しできる金額は、セブン銀行
の場合50万円まで、イーネットの場合はお預け入れ50万
円、お引き出し20万円までです。�

�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略



・時間帯によって、時間外手数料［105円（消費税込）］が必要となります。�
8：008：45 18：00 21：00

9：00 17：00

無  料�

平　 　日�

土・日・祝日�

［ATM手数料相互無料化］�

［コンビニATMサービス］�

［クレジット会社とのキャッシングサービス提携］�

105円�105円�

105円�

お引出し
手 数 料
お引出し
手 数 料
お引出し
手 数 料 無料� 無料�

福岡

 　　      　　　　　にある�

平日24時まで�
お引き出しいただけます。�

8：00～21：00平日� 土曜・日曜・祝日�9:00～17:00�
�

ご 利 用 時 間

バンクカード� UCJCB

★� ★�

（カードローン・ショッピングのご返済）�
ディーシーカード� アメリカン・エキスプレス�

R

ダイナースクラブカード�

オリエントコーポレーション� UFJニコス� オリックス・クレジット� 日専連ベネフル� プロミス�シティックスカード� 銀座堂� NCみいけ� トヨタファイナンス�

三洋信販� 楽天KCしんわ�
（キャッシングのご返済）�

ジャックス� セントラルファイナンス� 全日信販� 山陰信販� エージーカード�ゆめカード�

モデルクレジット�

※1 VISAジャパングループ各社のカード　※2 オムニカードグループ各社のカード   ★印を付しているカードはご返済も可能です。�

当行自動サービスコーナーで、下記クレジットカードのキャッシングサービスがご利用いただけます。�

それぞれのATM・CDからお引き出し手数料無料でご利用いただけます。�

※1 ※2

VISA マスターカード�

R

R

東京三菱キャッシュワン�ライフ� クレディセゾン�ユピカード� アコム�

※キャッシュカードのみのお引き出しとなります。〈個人の普通預金・貯蓄預金・カードローン（広島銀行に限り�

　法人キャッシュカードもご利用いただけます。）〉※自動サービスコーナーによって、利用可能時間が異なります。�

※土曜日、日曜日、祝日はご利用いただけないサービスコーナーもございます。※共同コーナーには、手数料�

　無料化の対象とならないコーナーがあります。�

●セブン銀行ATM設置場所につきましては、セブン銀行ホームページをご覧ください。�

●イーネットATM設置場所につきましては、イーネットホームページをご覧ください。�

サ ー ビ ス 内 容福岡銀行のキャッシュカードがさらに便利に！！

お預け入れ� 残高照会�お引き出し�

ポケットカード�オーシー�イオンクレジットサービス� ジーシーカード� オーエムシーカード� アイフル� CFJ 伊勢丹アイカード�

九州日本信販�

※金額は手数料（消費税込）�

■当行CD・ATMをご利用の場合�

■ATM網の充実�■ダイレクトバンキング ～電話・インターネット・携帯電話による銀行取引～

　「ふくぎんダイレクトバンキング」では、電話やパソコン、携帯電話を使って残高のご確認や�

お振込みなどのさまざまな銀行取引が簡単にご利用できます。ご利用いただけるお取引�

内容も拡大しており、電話やインターネットでの「投資信託取引」、インターネット、携帯�

電話での税金・各種料金払込み「Pay-easy（ペイジ－）」の取り扱いもしています。�

　お申し込みはインターネット（ホームページ）からもできます。�

★1

■主なご利用可能サービスおよびご利用時間

●インターネットバンキング ●モバイルバンキング●テレホンバンキング
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ふくぎん�
ダイレクト�
バンキング�

電話、インターネット、携帯電話�
（iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！）で、銀行取引がとってもラクラク！�
「ふくぎんダイレクトバンキング」は、電話（携帯電話を含む）、パソコン、iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！対応の携帯電話を利用して、�
残高照会・お振込み・お振替え・定期預金作成・口座開設などの銀行取引を、いつでもどこでも手軽にご利用いただけるサービスです。�

0120-366-567 http://www.fukuokabank.co.jp
携帯電話からは、092-432-6032

アクセス
imenu → メニューリスト → 九州・沖縄メニュー → モバイルバンキング → 地方銀行 → 福岡銀行�

 EZメニュー → トップメニュー → EZインターネット→ カテゴリで探す→バンキング・マネー → 地方銀行 → 九州 → 福岡銀行�
 ウェブ → ボーダフォンウェブ → 九州・沖縄メニュー → バンキング・カード → 地方銀行 → 福岡銀行 

iモード�

EZweb
ボーダフォンライブ！�

（●はご利用可能なサービスを表しています。）�

インターネット�
バンキング�

モバイル�
バンキング�

インターネットバンキング・�
モバイルバンキングのお申込み�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

24時間�

※1

※3

テレホンバンキング�

ローン・アレコレカードの仮申込み�

福岡銀行の国内本支店および他行の国内本支店あての電信
扱いのお振込みができます。

あらかじめご登録いただいた当行の国内本支店にあるご本人
名義口座間のお振替えができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の口座の残高が照会
できます。
あらかじめご登録いただいたご本人名義の口座の入出金明細
が照会できます。

新規口座の開設ができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の通帳式定期預金と「た
める～ん」に追加預入ができます。

あらかじめご登録いただいたご本人名義の通帳式定期預金の
明細ごとの解約ができます。

電気、電話、ガス、水道、NHKの自動振替サービスのお申込み
ができます。

投資信託の購入、解約、買取、スイッチング（乗換え）、残高照会
等ができます。

テレホンバンキングでカンタンにお申込みできます。

ニューオートローン・学資ローンやカードローン、アレコレカード
などがカンタンにお申込みできます。

お取引をいただいている口座の支店について住所変更の手続
きができます。

預金金利、ローン金利、各種商品・サービスのお問合わせ、当行の
店舗に関するご案内、各種資料のご請求ができます。

平日�
9:00～20:00

平日�
8:00～23:00

土・日・祝日�
9:00～19:00

15：00以降
翌営業日扱い

翌営業日扱い

翌営業日扱い
19：00以降
翌営業日扱い

15：00以降
翌営業日扱い

14：00以降
翌営業日扱い

15：00以降
翌営業日扱い

19：00以降
翌営業日扱い

住 所 変 更 の お 届 け �

各 種 ご 相 談 �

残 高 照 会 �

入 出 金 明 細 照 会 �

新 規 口 座 開 設 �

定 期 預 金 の 追 加 預 入 �

定期預金の解約と解約予約�

�

●お取引内容�

事前登録先への
お振込に限ります

※5

※2

14：30以降
翌営業日扱い

14：30以降
翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い 16：00以降

翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い

14：00以降
翌営業日扱い

16：00以降
翌営業日扱い

●�

●�

●�

●�

●�

●�

24時間�

●�

●�

�

お　取　扱　時　間�

�

オペレーター
によるお取引 自動音声によるお取引

お 振 込 み�

�

8：00から9：00は、
ご利用できません。

8：00から9：00は、
ご利用できません。

あらかじめご登録いただいたご本人名義のスーパー外貨定期
預金の追加預入及び明細ごとの解約と外貨預金全般に関
するご相談ができます。
【お取扱通貨】米ドル、ユーロ、豪ドル�
【お預入金額】1千米ドル（ユーロ、豪ドル）以上10万米ドル（ユーロ、豪ドル）未満�
【お預入期間】1ヵ月・3ヵ月・6ヵ月・1年�

（米ドル）
10：30～14：00
（ユーロ、豪ドル）
11：30～14：00

外 貨 預 金 取 引 �

預金口座間のお振替え�

預入・解約取引は

●�

●�

●�

●�

●�

●�

事前登録先への
お振込に限ります

●�

●�

●�

�

●�

●�

●�

●�

�

●�

●�

●�

●�

●�

公共料金自動振替のお申込み�

※収納機関の利用時間の変動等により、利用時間内�
　でもご利用できないことがあります。�

税金・各種料金払込み�
※〈Pay-easy〉マークのある払込書が対象となります。尚マークがあっても当行ではお取扱いができないものがあります。�
※ご利用可能な収納機関はホームページにてご確認ください。�
※本サービスで払込みした税金、各種料金の領収書等については発行することができません。�
※本サービスのお取引結果については、バンキングメニューの「取引結果照会」にてご確認ください。�

当行所定の収納機関に対する各種料金を払い込むことができるサービスです。
※4

8：00～21：00
銀行営業日のみ●�

（iモードのみ対応）�

8：00～21：00
銀行営業日のみ●�

■システムメンテナンスによる営業休止期間

1
2
3

※1インターネットバンキングの新規口座開設は、積立式定期預金「ためる～ん」のみとなります。�
※2 満期日当日の解約は午後４時までの取扱い、解約予約は全て予約扱いとなります。尚、解約は自動継続定期預金の場合は、満
期日当日のみ（満期日が銀行休業日の場合は、翌営業日）非継続定期預金は満期日経過後、据置定期、期日指定定期預金は
据置期間経過後の申込となります。詳しくは、ご利用ガイドにてご確認ください。�

※3インターネットバンキングでは明細ごとの解約ができます。�
※4 モバイルバンキングは、NTT DoCoMo iモード、au EZweb、Vodafone ボーダフォンライブ！に対応しておりますが、税金・各種料金払込
み「Pay-easy（ペイジー）」サービスは、NTT DoCoMo iモードのみの対応となっております。�

※5 当座、融資、マル優、マル特、マル財、外為、財形預金、住宅金融公庫、投資信託等のお取引がある場合には、テレホンバンキン
グではなく、窓口でのお手続きとなります。�

�

※1 システメンテナンスの終了時刻は状況により前後する場合がございますのでご了承ください。�
※2 上記以外でも臨時のシステムメンテナンスが必要となった場合には、ご利用できないことがございますのでご了承ください。�
※3 臨時のシステムメンテナンスの実施については、ホームページにてご案内いたします。�

毎月第3日曜日及び祝日の第3月曜日�
ゴールデンウィーク（毎年5月3日～5月5日）　�
年末・年始（12月31日～1月3日）　�

1
2
3

毎日午前3時～午前５時�
毎週月曜日の午前3時～午前7時　�
年末・年始（12月31日午後5時～1月4日午前8時）　�

1
2
毎週月曜日の午前3時～午前7時�
年末・年始（12月31日午後5時～1月4日午前8時）　�

テレホンバンキング�
（自動音声取引）�

インターネットバンキング�
モバイルバンキング�

インターネット投信取引�

★1投 資 信 託 取 引 �

※iモード・EZweb・ボーダフォンライブ！のホームページへのアクセス方法は、携帯電話各社の都合により変更になる場合がございます。�

投資信託取引及びスーパー外貨定期取引について�

投資信託取引をご利用するには、「投資信託保護預り口座」及び「投資信託指定預金口座」をダイレクトバンキングサービス指定口座とし
て事前登録することが必要です。また、投資信託取引を行うにあたっては次の内容を十分にご理解いただいたうえでお申込みください。�

■投資信託取引�

■スーパー外貨定期取引�

●投資信託は預金ではなく預金保険及び投資者保護基金の対象ではありません。�
●投資信託は値動きのある有価証券に投資するため元本及び分配金が保証されていません。�
●投資信託を購入する場合は、当該商品の最新の目論見書を熟読し、内容を十分に理解したうえでお申込みください。�
●運用による損益は投資信託を購入したお客さまに帰属します。�
●投資信託の商品購入には手数料（販売手数料・信託報酬等）が必要になります。�

◎その他、詳細についてはお取引時にオペレータよりご説明致します。�

●外貨預金は、預金保険制度の対象外となります。�
●外貨預金取引のご利用資格は原則20歳以上の方でかつ外貨預金口座をダイレクトバンキングサービス指定口座として事前�
　登録を頂いている方に限ります。�
●外貨預金の預入、解約取引の1回あたり及び1日あたりの取引限度額は、10万通貨単位未満となります。�
●外貨預金取引では、預入時に適用した為替相場（TTS）と解約時に適用した為替相場（TTB）との差により為替差益又は�
　為替差損が発生することがあります。為替相場の変動による差益及び差損は全て取引をおこなった契約者に帰属します。�

ISETAN CARD

http://www.sevenbank.co.jp/
http://www.enetcom.co.jp/pc_main.html

　　　　　　 のマークが�
あるコンビニ（ファミリー�
マート、デイリーヤマザキ、�
ミニストップ、ポプラ等）で、�
ふくぎんのキャッシュカード�
が平日24時までお引き�
出しいただけます。�

24hお取引�
で�
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　ふくぎんでは、お客さまの利便性向上のため、キャッシュポイントの拡大やATMの機能充実を行っています。�

　キャッシュポイントの拡大では、郵便貯金とのATMオンライン提携を行い、またJAバンク福岡・福岡ひびき信用金庫・�

福岡中央銀行・広島銀行・熊本ファミリー銀行とATM手数料相互無料化を実施しています。�

　さらに、セブン--イレブンにあるセブン銀行のATM及び「E-net」マークがあるコンビニエンスストア（ファミリーマート、

デイリーヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）で、平日24時までお引き出しいただけるコンビニATMサービスも行っています。�

　ATMの機能充実では、「数字選択式宝くじ」の購入やクレジット会社41社（平成18年5月末現在）と提携してキャッ

シングサービスの取り扱いを行っています。�

�

ATMで�
●コンビニATMでの「通帳によるお取引き」は、お取り扱い    
できません。�
●硬貨を伴うお引き出し・お預け入れは、お取り扱いできません。�
●1回にお預け入れ、お引き出しできる金額は、セブン銀行
の場合50万円まで、イーネットの場合はお預け入れ50万
円、お引き出し20万円までです。�

�

福
岡
銀
行
の
経
営
戦
略



　ふくぎんでは、個人のお客さまのさまざまな資金ニーズにお応えできるように各種ローンを取り揃えています。�

マイカー購入や教育資金などの目的ローン、お使いみち自由な「ナイスカバー（分割返済タイプ）」、また限度額の

範囲内で繰り返しご利用いただける「ナイスカバー（カードローンタイプ）」などをご用意し、お客さまのライフステー

ジごとの豊かな暮らしのお手伝いをいたします。�

�■消費性ローン

�

�■資産運用のお手伝い

�■証券仲介業務

■ナイスカバー（分割返済タイプ）……�

■ナイスカバー（カードローンタイプ）…�

�

■ニューオートローン…………………�
■学資ローン…………………………�

お使いみちは自由です。ご利用は10万円から最高200万円まで。�
最長5年のラクラク返済。�

マイカーの購入資金や車検費用にピッタリ！�

在学期間中（最長5年間）の元金据置返済もOK！�

銀行のCD・ATMで現金の引き出しができます。余裕のあるときは�
ATMでいつでも、いくらでもご返済可能です。また、セブン銀行等の�
コンビニATMで平日24時まで現金の引き出しができます。�
（ご利用の際は、所定の手数料が必要です。）�

ふくぎんの�
ローン�

ラインナップ�

　お客さまの資産運用ニーズは、ライフスタイルやライフ�

ステージによってさまざまです。ふくぎんでは、「投資信託」�

や「外貨預金」「個人年金保険」「公共債」など商品ライン�

ナップを充実させ、お客さまのニーズにお応えしてまいります。�

　資産運用商品の販売においては、店頭を中心に専門性・�

商品説明力を備えた販売体制のもと、お客さまの満足度�

を高めてまいります。さらに、充実した商品ラインナップ�

の中から、お客さま一人ひとりに最適な商品選択ができます�

よう相談能力の向上を図っています。�

　ふくぎんでは、店頭における資産運用アドバイスの機能�

強化を図り、お客さまの「資産運用のパートナー」となれる�

よう努めてまいります。�

�

　ふくぎんは、グループ会社の前田証券株式会社と野村證券株式会社の2社を委託証券�

会社とし、平成17年5月9日から証券仲介業務に参入いたしました。�

　証券仲介業務とは、証券会社からの委託を受けて、銀行がお客さまに証券取引を�

勧誘し、株式や債券の売買を媒介する業務です。�

�

※媒介とは、お客さまと証券会社の間の契約締結に尽力する行為をいい、当行は契約の当事者となるものでは�
　ありません。また、平成17年7月19日に移転した黒崎支店のロビー内に、前田証券の相談ブースを設置し、�
　銀行商品、証券商品をワンストップで提供できる体制を整えました。�
�

取扱商品�

取扱店舗�

対面販売（窓口等）：口座開設・債券（外債等）売買の媒介（※）�
非対面販売（電話等）：債券（外債等）・株式�

本店営業部・北九州営業部・久留米営業部��

0

1,000

2,000

3,000

4,000

（単位：億円）�

投資信託� 個人年金保険� 外貨預金� 公共債�

平成17年度�

3,405

1,732

237

371

1,066

平成14年度� 平成15年度� 平成16年度�

1,336

849

241
130

116

1,826

836

143
505

341

2,949

973

312

508

1,156

資産運用商品販売額

■新型ローン「ふくぎんナイスカバー」

アルバイト、パートの方も�
お申し込みOK!

手続き簡単!!お急ぎの方には�
即日振込サービス�

お使いみち自由�
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ふくぎんの個人向けローンふくぎんの資産運用商品

◎結婚資金が必要!!

◎今月は携帯電話の
　使いすぎでピンチ!

◎ローン・クレジット
　を一本化したい!!

◎引越しがしたい!

◎海外旅行に
　行きたい!!

◎友人とのひさしぶりの時間
　は大切。でも給料日前だし
　…どうしよう？

は、お使いみち自由。�たとえば…

◎パソコンやテレビを
　購入したい!!

分割返済タイプ�

お使いみちは自由です。

ご利用は10万円から
最高200万円まで。

最長5年のラクラク返済。
計画的なご利用が可能です。

カードローンタイプ�

（ご利用の際は、所定の手数料が必要です）

キャッシュカード同様に銀行のＣＤ・
ＡＴＭで現金の引き出しができます。

余裕のあるときはATMでいつでも、
いくらでもご返済可能です。

「セブン銀行」マーク　　、または「E-net」
マーク　　　　のあるコンビニエンス
ストアで、平日24時まで現金の引き出
しができます。

※カードローンタイプは60歳以下�

　「ふくぎんナイスカバー」は、〈誰でも〉〈簡単に〉〈スピーディーに〉をコン

セプトとした、新型ローン商品です。20歳以上（65歳以下）の収入がある

方であれば〈誰でも〉、電話・インターネット・携帯電話・FAX等から〈簡

単に〉お申し込みができ、「即日振込サービス」をご利用いただけば、当日

中に〈スピーディーに〉預金口座へ融資金をお振込させていただきます。�

＊投信販売額は法人向けを含む。その他は個人向けのみ。�

　ふくぎんでは、お客さまのニーズやライフプランに合わせて、さらに選びやすい商品を設定いたしました。�

■住宅ローン

■ふくぎん住宅ローン ……………�住宅ご購入や大型リフォームにご利用できます。�

※その他、変動金利型もございます。�

キャンペーン金利�

［固定金利型・当初期間優遇タイプ］�

［固定金利型・全期間一律優遇タイプ］�

［全期間固定金利型］� 最後まで返済金額を固定した�
い方はこちらをご利用ください。�

▼
�

▼
�
▼
�

当面の返済額をできるだけ少なく抑えたい方におすすめの�
タイプです。�
長期的な資金計画をお考えの方におすすめのタイプです。�

オール電化住宅(マンションを含む)の新築・購入および増改築をされるお客さまを対象に、キャン�
ペーン金利からさらに0.1％優遇！�

■オール電化住宅ローン ………�

「エコウィル」「エコジョーズによる床暖房または浴室乾燥機」を装備する住宅新築・購入および�
増改築をされるお客さまを対象に、キャンペーン金利からさらに0.1％優遇！�

■ホットメリット住宅ローン ……�

「がん」と診断された場合、残りの住宅ローンが0円に！完治した後も住宅ローンは0円！�■がん保障特約付き住宅ローン…�
さまざまなリフォームにご利用いただけます。�■リフォームローン「かいぞうくん」…�
物件売却代金だけではローン完済ができない場合の住み替えをサポートいたします。�■住み替えローン…………………�
現在お借入の住宅ローンを無担保で借り換えることができます。�■無担保借換住宅ローン…………�
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　ふくぎんでは、個人のお客さまのさまざまな資金ニーズにお応えできるように各種ローンを取り揃えています。�

マイカー購入や教育資金などの目的ローン、お使いみち自由な「ナイスカバー（分割返済タイプ）」、また限度額の

範囲内で繰り返しご利用いただける「ナイスカバー（カードローンタイプ）」などをご用意し、お客さまのライフステー

ジごとの豊かな暮らしのお手伝いをいたします。�

�■消費性ローン

�

�■資産運用のお手伝い

�■証券仲介業務

■ナイスカバー（分割返済タイプ）……�

■ナイスカバー（カードローンタイプ）…�

�

■ニューオートローン…………………�
■学資ローン…………………………�

お使いみちは自由です。ご利用は10万円から最高200万円まで。�
最長5年のラクラク返済。�

マイカーの購入資金や車検費用にピッタリ！�

在学期間中（最長5年間）の元金据置返済もOK！�

銀行のCD・ATMで現金の引き出しができます。余裕のあるときは�
ATMでいつでも、いくらでもご返済可能です。また、セブン銀行等の�
コンビニATMで平日24時まで現金の引き出しができます。�
（ご利用の際は、所定の手数料が必要です。）�

ふくぎんの�
ローン�

ラインナップ�

　お客さまの資産運用ニーズは、ライフスタイルやライフ�

ステージによってさまざまです。ふくぎんでは、「投資信託」�

や「外貨預金」「個人年金保険」「公共債」など商品ライン�

ナップを充実させ、お客さまのニーズにお応えしてまいります。�

　資産運用商品の販売においては、店頭を中心に専門性・�

商品説明力を備えた販売体制のもと、お客さまの満足度�

を高めてまいります。さらに、充実した商品ラインナップ�

の中から、お客さま一人ひとりに最適な商品選択ができます�

よう相談能力の向上を図っています。�

　ふくぎんでは、店頭における資産運用アドバイスの機能�

強化を図り、お客さまの「資産運用のパートナー」となれる�

よう努めてまいります。�

�

　ふくぎんは、グループ会社の前田証券株式会社と野村證券株式会社の2社を委託証券�

会社とし、平成17年5月9日から証券仲介業務に参入いたしました。�

　証券仲介業務とは、証券会社からの委託を受けて、銀行がお客さまに証券取引を�

勧誘し、株式や債券の売買を媒介する業務です。�

�

※媒介とは、お客さまと証券会社の間の契約締結に尽力する行為をいい、当行は契約の当事者となるものでは�
　ありません。また、平成17年7月19日に移転した黒崎支店のロビー内に、前田証券の相談ブースを設置し、�
　銀行商品、証券商品をワンストップで提供できる体制を整えました。�
�

取扱商品�

取扱店舗�

対面販売（窓口等）：口座開設・債券（外債等）売買の媒介（※）�
非対面販売（電話等）：債券（外債等）・株式�

本店営業部・北九州営業部・久留米営業部��

0
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（単位：億円）�

投資信託� 個人年金保険� 外貨預金� 公共債�

平成17年度�

3,405

1,732

237

371

1,066

平成14年度� 平成15年度� 平成16年度�

1,336

849

241
130

116

1,826

836

143
505

341

2,949

973

312

508

1,156

資産運用商品販売額

■新型ローン「ふくぎんナイスカバー」

アルバイト、パートの方も�
お申し込みOK!

手続き簡単!!お急ぎの方には�
即日振込サービス�

お使いみち自由�
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ふくぎんの個人向けローンふくぎんの資産運用商品

◎結婚資金が必要!!

◎今月は携帯電話の
　使いすぎでピンチ!

◎ローン・クレジット
　を一本化したい!!

◎引越しがしたい!

◎海外旅行に
　行きたい!!

◎友人とのひさしぶりの時間
　は大切。でも給料日前だし
　…どうしよう？

は、お使いみち自由。�たとえば…

◎パソコンやテレビを
　購入したい!!

分割返済タイプ�

お使いみちは自由です。

ご利用は10万円から
最高200万円まで。

最長5年のラクラク返済。
計画的なご利用が可能です。

カードローンタイプ�

（ご利用の際は、所定の手数料が必要です）

キャッシュカード同様に銀行のＣＤ・
ＡＴＭで現金の引き出しができます。

余裕のあるときはATMでいつでも、
いくらでもご返済可能です。

「セブン銀行」マーク　　、または「E-net」
マーク　　　　のあるコンビニエンス
ストアで、平日24時まで現金の引き出
しができます。

※カードローンタイプは60歳以下�

　「ふくぎんナイスカバー」は、〈誰でも〉〈簡単に〉〈スピーディーに〉をコン

セプトとした、新型ローン商品です。20歳以上（65歳以下）の収入がある

方であれば〈誰でも〉、電話・インターネット・携帯電話・FAX等から〈簡

単に〉お申し込みができ、「即日振込サービス」をご利用いただけば、当日

中に〈スピーディーに〉預金口座へ融資金をお振込させていただきます。�

＊投信販売額は法人向けを含む。その他は個人向けのみ。�

　ふくぎんでは、お客さまのニーズやライフプランに合わせて、さらに選びやすい商品を設定いたしました。�

■住宅ローン

■ふくぎん住宅ローン ……………�住宅ご購入や大型リフォームにご利用できます。�

※その他、変動金利型もございます。�

キャンペーン金利�

［固定金利型・当初期間優遇タイプ］�

［固定金利型・全期間一律優遇タイプ］�

［全期間固定金利型］� 最後まで返済金額を固定した�
い方はこちらをご利用ください。�

▼
�

▼
�
▼
�

当面の返済額をできるだけ少なく抑えたい方におすすめの�
タイプです。�
長期的な資金計画をお考えの方におすすめのタイプです。�

オール電化住宅(マンションを含む)の新築・購入および増改築をされるお客さまを対象に、キャン�
ペーン金利からさらに0.1％優遇！�

■オール電化住宅ローン ………�

「エコウィル」「エコジョーズによる床暖房または浴室乾燥機」を装備する住宅新築・購入および�
増改築をされるお客さまを対象に、キャンペーン金利からさらに0.1％優遇！�

■ホットメリット住宅ローン ……�

「がん」と診断された場合、残りの住宅ローンが0円に！完治した後も住宅ローンは0円！�■がん保障特約付き住宅ローン…�
さまざまなリフォームにご利用いただけます。�■リフォームローン「かいぞうくん」…�
物件売却代金だけではローン完済ができない場合の住み替えをサポートいたします。�■住み替えローン…………………�
現在お借入の住宅ローンを無担保で借り換えることができます。�■無担保借換住宅ローン…………�
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■ふくぎんマイホーム応援くらぶ

■シニア世代のお得意様向けサービス「ふくぎんよか余暇くらぶ」

会 員 募 集 中！ �

あなたのマイホームの夢を応援します。�

特典

1

特典

2

特典

3

特典

4

 安心・納得の住まい情報満載！！
 住宅総合サイト
［マイホーム応援くらぶFUKUOKA］情報誌
「福岡の家」をプレゼントいたします

 福岡の住宅総合サイト
［マイホーム応援くらぶ
 FUKUOKA］に同時入会していただきます！！

 “住まいに関する本がいっぱい”

 「ふくぎんリプラ」で本が借りられます

特典

5

資料請求やご相談などもカンタン！�

会員特典内容�

暮らしの専門家による

セミナー・イベントへ優先ご招待いたします

〈ふくぎん〉で住宅ローンをご成約 の方の中から抽選で毎月20名に

「住まいのアイテム」をプレゼントいたします

ふくぎんが
住宅購入を
かしこく
サポート！

■ふくぎんセキュリティサービスラインナップ

※預り資産は「定期預金」「投資信託」「外貨定期」「国債等の債券保護預り」の合計残高です。�
※投資信託残高および外貨定期残高は取引内容を判定する際の時価で決定します。�

1 2

1 2

年金のお振込み または�

夢プランのご登録　をされている方�

預り資産残高  500万円以上 または�

■サービスをご利用いただける方（次の　　 の条件を両方とも満たす方）�

投資信託・外貨定期いずれかの残高が�
100万円以上 の方�

　『ふくぎんよか余暇くらぶ』は、「ゆたかなセカンドライフの応援」をテーマに、シニア世代の方々の中でもふくぎん�
と一定のお取引をいただいているお客さまに限定したサービスです。�
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ふくぎんのさまざまなサービス

　マイホームは、一生に一度の大切なお買い物。計画はあるのに「資金計画」や「物件選び」「税金・諸費用」などわからない
ことも多いと思われます。『ふくぎんマイホーム応援くらぶ』は、「確かな情報」「お得なサービス」でお客さまのマイホーム
づくりを応援いたします。�

　ふくぎんでのキャッシュカード取引におけるセキュリティサービスです。お客さまのニーズに合わせて是非、ご活用ください。�

個人の方
のみ 口座セキュリティサービス～携帯電話で口座をロック！～�

携帯電話を使って口座をロック！ ご利用前に口座のロック解除、ご利用後に再ロックすることで不正取引を防止します。�

●「マイバンク」三ツ星ステップ以上の方はご利用手数料が無料！

口座
セキュリティ
サービス

ロック

解除

ふくぎんATM

ご利用手数料 月額105円（税込）
※ふくぎんダイレクトバンキングサービスをご利用のお客さまは、同サービス�
　の手数料だけで口座セキュリティサービスもご利用いただけます。�

当行ATM

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

500万円
200万円他行・郵貯・コンビニATM

500万円合計

「暗証番号の変更」「1日のご利用限度額の変更」等をご利用のお客さまは「各種サービス」からお取り扱いできます。�

ATMの1日あたりのご利用限度額を

制限することで、万一の場合に備える

ことができます。（引き下げのみ）�

ご利用限度額変更サービス

お申込み不要！ATMでカンタンお手続き！！～さらにセキュリティを強化！～�

0～200万円（法人500万円）

0～50万円

ICチップ

磁気ストライプ

※生体認証のご利用限度額を変更する場合は、窓口に�
　お申し出ください。�

ふくぎんの本支店にあるATMでキャッシュカード暗証番号の

変更ができます。�

キャッシュカード暗証番号変更サービス

生体認証ICアレコレカード～arecoreも指静脈認証対応！～�

指の静脈による本人認証（※）で最強のセキュリティです。最先端の「安心」をお届けします。�

発行・更新手数料
初回発行

5年後更新時 2,100円（税込）

2,100円（税込）

クレジット機能不要のお客さまには、一般キャッシュカードタイプもご用意しております。

※ゴールドカード、ヤングゴールドカードは対象外となります。�

※生体認証機能は、VISA・JCBブランドのみ対応しております。�

◎arecoreカードでの前年の年間ショッピングご利用額が10万円以上または携帯電話料金のクレジットカード決済�

個人の方
のみ

●生体認証カード発行・更新手数料無料！
●クレジットカード初年度年会費無料！

　ご利用条件によって2年目以降も無料！

当行ATM

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

200万円
200万円

無 制 限

50万円他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応） 合計

Protected by �
Bio System

生体認証対応

生体認証未対応・コンビニATM（IC対応）

偽造や不正読取りが困難なICチップを搭載。偽造被害から預金を守ります。�

貯蓄預金

ICキャッシュカード（貯蓄預金）�

IC CASH CARD

ICキャッシュカード（キャラクター）�

●「マイバンク」三ツ星ステップ以上の方は更新手数料が無料！

ICキャッシュカード～偽造や不正読取りが困難なICカード～�

発行・更新手数料 初回発行 1,050円（税込） 1,050円（税込）5年後更新時

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

個
人

法
人

200万円合計

200万円
合計

500万円
合計

当行ATM・コンビニATM（IC対応）

他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応）

当行ATM

コンビニATM（IC対応）

他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応）

200万円
50万円
500万円
200万円
50万円

■対象となる方には、次の1～5のサービスをご提供いたします。

1「よか余暇くらぶカード」の発行
「よか余暇くらぶカード」を提携施設でご提示いただくと、さまざまな割引・優待サービスをお受けいただけます。（サービスの対象者
は年1回「よか余暇くらぶカード」を更新いたします。）�

2 情報誌「よか余暇くらぶ」の発刊（年4回）
お得なクーポン付き情報誌「よか余暇くらぶ」を年4回（新年号・春号・夏号・秋号）発刊します。�

3 無料電話相談サービスのご利用
「年金・健康・介護・資産づくり」に関する無料電話相談サービスをご利用いただけます。�

4 専用ホームページのご利用
「よか余暇くらぶカード」の提携施設のご紹介や、情報誌「よか余暇くらぶ」で紹介した温泉旅館などの最新情報を載せたホームページです。�

5 プレゼント抽選会の開催

※上記1・2・4のサービスは、当行が提携している凸版印刷（株）が提供するサービスです。�

豪華な賞品が当たるプレゼント抽選会を年2回行います。�

〈ふくぎん〉年金相談デスクのご利用� 〈ふくぎん〉介護相談デスクのご利用� 健康・介護チャンネルのご利用� 資産運用フリーダイヤルのご利用�
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■ふくぎんマイホーム応援くらぶ

■シニア世代のお得意様向けサービス「ふくぎんよか余暇くらぶ」
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投資信託・外貨定期いずれかの残高が�
100万円以上 の方�
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ふくぎんのさまざまなサービス

　マイホームは、一生に一度の大切なお買い物。計画はあるのに「資金計画」や「物件選び」「税金・諸費用」などわからない
ことも多いと思われます。『ふくぎんマイホーム応援くらぶ』は、「確かな情報」「お得なサービス」でお客さまのマイホーム
づくりを応援いたします。�

　ふくぎんでのキャッシュカード取引におけるセキュリティサービスです。お客さまのニーズに合わせて是非、ご活用ください。�

個人の方
のみ 口座セキュリティサービス～携帯電話で口座をロック！～�

携帯電話を使って口座をロック！ ご利用前に口座のロック解除、ご利用後に再ロックすることで不正取引を防止します。�

●「マイバンク」三ツ星ステップ以上の方はご利用手数料が無料！

口座
セキュリティ
サービス

ロック

解除

ふくぎんATM

ご利用手数料 月額105円（税込）
※ふくぎんダイレクトバンキングサービスをご利用のお客さまは、同サービス�
　の手数料だけで口座セキュリティサービスもご利用いただけます。�

当行ATM

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

500万円
200万円他行・郵貯・コンビニATM

500万円合計

「暗証番号の変更」「1日のご利用限度額の変更」等をご利用のお客さまは「各種サービス」からお取り扱いできます。�

ATMの1日あたりのご利用限度額を

制限することで、万一の場合に備える

ことができます。（引き下げのみ）�

ご利用限度額変更サービス

お申込み不要！ATMでカンタンお手続き！！～さらにセキュリティを強化！～�

0～200万円（法人500万円）

0～50万円

ICチップ

磁気ストライプ

※生体認証のご利用限度額を変更する場合は、窓口に�
　お申し出ください。�

ふくぎんの本支店にあるATMでキャッシュカード暗証番号の

変更ができます。�

キャッシュカード暗証番号変更サービス

生体認証ICアレコレカード～arecoreも指静脈認証対応！～�

指の静脈による本人認証（※）で最強のセキュリティです。最先端の「安心」をお届けします。�

発行・更新手数料
初回発行

5年後更新時 2,100円（税込）

2,100円（税込）

クレジット機能不要のお客さまには、一般キャッシュカードタイプもご用意しております。

※ゴールドカード、ヤングゴールドカードは対象外となります。�

※生体認証機能は、VISA・JCBブランドのみ対応しております。�

◎arecoreカードでの前年の年間ショッピングご利用額が10万円以上または携帯電話料金のクレジットカード決済�

個人の方
のみ

●生体認証カード発行・更新手数料無料！
●クレジットカード初年度年会費無料！

　ご利用条件によって2年目以降も無料！

当行ATM

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

200万円
200万円

無 制 限

50万円他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応） 合計

Protected by �
Bio System

生体認証対応

生体認証未対応・コンビニATM（IC対応）

偽造や不正読取りが困難なICチップを搭載。偽造被害から預金を守ります。�

貯蓄預金

ICキャッシュカード（貯蓄預金）�

IC CASH CARD

ICキャッシュカード（キャラクター）�

●「マイバンク」三ツ星ステップ以上の方は更新手数料が無料！

ICキャッシュカード～偽造や不正読取りが困難なICカード～�

発行・更新手数料 初回発行 1,050円（税込） 1,050円（税込）5年後更新時

■1日あたりのATMご利用限度額（お引出し・お振込み・お振替えの合計）

個
人

法
人

200万円合計

200万円
合計

500万円
合計

当行ATM・コンビニATM（IC対応）

他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応）

当行ATM

コンビニATM（IC対応）

他行・郵貯・コンビニATM（IC未対応）

200万円
50万円
500万円
200万円
50万円

■対象となる方には、次の1～5のサービスをご提供いたします。

1「よか余暇くらぶカード」の発行
「よか余暇くらぶカード」を提携施設でご提示いただくと、さまざまな割引・優待サービスをお受けいただけます。（サービスの対象者
は年1回「よか余暇くらぶカード」を更新いたします。）�

2 情報誌「よか余暇くらぶ」の発刊（年4回）
お得なクーポン付き情報誌「よか余暇くらぶ」を年4回（新年号・春号・夏号・秋号）発刊します。�

3 無料電話相談サービスのご利用
「年金・健康・介護・資産づくり」に関する無料電話相談サービスをご利用いただけます。�

4 専用ホームページのご利用
「よか余暇くらぶカード」の提携施設のご紹介や、情報誌「よか余暇くらぶ」で紹介した温泉旅館などの最新情報を載せたホームページです。�

5 プレゼント抽選会の開催

※上記1・2・4のサービスは、当行が提携している凸版印刷（株）が提供するサービスです。�

豪華な賞品が当たるプレゼント抽選会を年2回行います。�

〈ふくぎん〉年金相談デスクのご利用� 〈ふくぎん〉介護相談デスクのご利用� 健康・介護チャンネルのご利用� 資産運用フリーダイヤルのご利用�
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�■キャッシュカード一体型クレジットカード "arecore" �■ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」

　キャッシュカード、クレジットカード、ローンカードの3つの機能が1つになった〈ふくぎん〉の「arecoreカード」
はお客さまから大変ご好評いただき、発行枚数は既に15万枚に達しています。�

キャッシュ�
カードとして�

クレジット�
カードとして�

ローン�
カードとして�＋� ＋� ＝�

「引出す・預ける・振込む」�
のキャッシュカード機能�

国内外でご利用OK!�
ICチップ搭載の次世代カード�

急な出費にも慌てない！�
カードローン機能�

当行ATM時間外手数料を無料に�
できる！� クレジットカード年会費を無料にできる！�
●1年間無料�
●2年目以降もarecoreカードのご継続に加え、例えば以下の2つのお取引でもOK!

（カード発行月の翌月15日から適用されます。）� （ゴールドカード、ヤングゴールドカードは対象外となります。）�

◎給与振込◎arecoreカードでの過去6ヵ月のショッピング決済額が5万円以上�
※「マイバンク」でのサービス提供となります。�

●1年間無料�
●2年目以降も以下のご利用でOK!
◎arecoreカードでの年間ショッピングご利用額が10万円以上または携帯電話�
　料金のクレジットカード決済�

ショッピングポイントに�
ボーナスポイントがついてくる！�

1枚で、こんなにおトク！�

arecoreカード�
だけの特典！�

●マイバンクの各ステップに応じて�
　ショッピングポイントを5％～15％�
　上乗せ！�

本会員� 家族カード�
（1人目）�

1,312円�
（初年度無料）�

420円�
（初年度無料）�

420円�
（初年度無料）�

3,150円� 1,050円�

1,050円�

無　料�

右記※2を条件に�
本会員・家族会員とも無料�

左記と変わらず�

左記と変わらず�10,500円�

無　料�

無　料�

無　料�

家族カード�
（2人目）�

「マイ・ペイすリボ」�
「支払い名人」の登録を�

した場合�

クラシック・一般（学生）

ヤ ン グゴ ー ルド

ゴ ー ル ド

クラシック・一般

年会費のご案内�
クラシック・一般カードは初年度無料で、2年目以降は年間ショッピング利用額10万円以上（家族カード利用額含む）もしくは携帯電話料金をクレジットカード�
決済することにより年会費が無料になります。�

※1

�

※3

※上記カードのブランド表示は、一例です。すべてのカードで、VISA・MasterCard・JCBブランドがご選択いただけます。　※実際のカードとは、若干色が異なる場合がございます。�

arecoreは、4色の中から�
お好きなカラーをお選びいただけます。�

クラシック・一般カード� ■お申込み条件・・・20歳以上�
スタンダードなカード�

ブルー� ピンク� イエロー� グリーン�

※学生の方は、クラシック・一般カードのみお申込みいただけます。�

高いクオリティにこだわるあなたのために。�

ゴールドカード�
■お申込み条件�
20歳以上�
●会員情報誌をお届け�
●空港ラウンジサービス�
●国内・海外旅行傷害保険�
　この他、お得なサービス満載�

ヤングエグゼクティブのためのゴールドカード。�

ヤングゴールドカード�
■お申込み条件�
20歳以上30歳未満�
※満30歳以上になられた方は�
　審査の上、ゴールドカードへ�
　ランクアップします。�

※1　クラシック・一般（学生）カードの年会費無料適用期間は、卒業予定年度までです。
（以降はクラシック・一般カードに準じます。）�

�
※2「マイ・ペイすリボ」「支払い名人」の登録をした場合、クラシック・一般カードは

前回の年会費引落日の前月16日から次回の年会費引落日の前月15日までに
ショッピングのご利用（家族カードの利用含む）があれば、次回の年会費は無料
（家族カードも無料）となります。その後も1年毎に同様のお取り扱いとなりま
す。登録を解除した場合は、元通り通常の年会費が必要となります。�

�
※3「マイ・ペイすリボ」「支払い名人」とは、ショッピングの一括払いを原則「リボ払い」

とする登録サービスです。�

※同一のお取引項目内に複数のお取引があっても、ポイントは重ねて集計しません。�
※住所、氏名が一致しているお客さまを同一人物として集計します。�

毎月末のお取引に応じて、ポイントを見直します。しかも、お申込店だけでなく、�
ふくぎん全店のお取引が対象となり、ポイントを合算できるから、ますます�
おトクです。�

■ポイントは毎月末見直します。複数店舗のお取引も
　まとめて対象となり、さらにポイントがプラスされます。

■お取引に応じてポイントをプラスします。

■ステップが上がれば特典もふえます。
　四ツ星でコンビニATM手数料も無料になります。

セブン--イレブン（セブン銀行ATM）または「E-net」マークのあるコンビニ（ファミリーマート、�
デイリーヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）に設置されているATMに限ります。�

ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」は、お客さまの〈ふくぎん〉とのお取引内容をポイントに換算し

て、その合計ポイントによって、ローン金利・各種手数料の優遇などの特典を提供するサービスです。�

サ ービスのご案 内

ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」はお申込制となっております。（入会金、年会費等は一切不要です。）

取 引 項 目 �

給与振込� 20

20

20

5

5

10
10

10

20

10

30

30
50

70

年金�
年金自動受取�

年金受取ご予約サービス�

（株投以外）�

ポイント�

6ヵ月間の利用額が5万円以上30万円未満�

6ヵ月間の利用額が30万円以上�

100万円以上500万円未満�

500万円以上1000万円未満�

1000万円以上�

バンクカード・CD一体型クレジットカード�

20�

クレジットカード（上記カード以外）�

公共料金�（電話・電気・ガス）�

（毎月1万円以上）�積み立て�

定期預金＋国債等の�
債券保護預り＋投信�
�

6ヵ月間のDB投信購入額が10万円以上50万円未満�

6ヵ月間のDB投信購入額が50万円以上�
DB投信の利用�

株式投信＋外貨定期�
500万円以上1000万円未満�

1000万円以上�

　　　　　　　　 50

　　　　　　　　 70

ニューオートローン・学資ローンの金利優遇

トラベラーズチェック発行手数料

ダイレクトバンキングご利用手数料

当行ATM時間外手数料

コンビニATM手数料

貸金庫利用手数料

当行宛振込手数料

他行宛振込手数料

ギフトカード3,000円を全員にプレゼント（年1回）

旅行券8万円分を抽選で50名にプレゼント（年1回）

三ツ星

1％優遇

50％割引

無　料 無　料 無　料

無　料 無　料 無　料

無　料 無　料

無　料 無　料

50％割引 50％割引

15％割引15％割引 15％割引

105円割引（税込） 105円割引（税込）

全員にプレゼント

抽選でプレゼント

1％優遇 1％優遇

ショッピングポイント+5％ ショッピングポイント+10％ ショッピングポイント+15％

四ツ星 五ツ星

ポイント�お取引に対してのポイントは下記の通りです。

ポイントに応じた特典は下記の通りです。特　典�

50ポイント以上� 100ポイント以上� 150ポイント以上�

自
動
受
取�

自
動
支
払�

お
預
入
れ�

取 引 項 目 �

5

5
5
20

20

10

ポイント�

当座貸越型ローンカード�

住宅ローン�

住宅金融公庫�

一般ローン�

取引期間10年以上�

テレバン会員�

マイホーム応援くらぶ�

貸金庫利用�

5

10

インターネット専用口座�
「Net-One」（ネットワン）�
のお申込�

ネットワン口座のお申込があること（1口座あり）�

ネットワン口座のお申込があること（2口座あり）�

30

70
お
借
入
れ�

そ
の
他�

※5

※3

※4

※2

※1

※5

※6 ※6

※6

※1 毎年12月15日現在のステップで三ツ星以上のお客さま全員に、［前年12月16日～本年12月15日のarecoreカード�
　　でのショッピング合計金額］÷1000×［三ツ星5％、四ツ星10％、五ツ星15％］=ボーナスポイントとして翌年2月10日�
　　にプレゼントします。�
※2 新規申込時に金利を優遇いたします。キャンペーン等の優遇金利に重ねて優遇は行いません。当行所定の審査�
　　をさせていただきます。�
�

※1 デビットカードとしてのご利用は対象外となります。　　　　※2 積立投信は除きます。�
※3 2ヵ月間連続で延滞された場合、ポイントは付与されません。�
※4 総合口座、貯蓄総合口座（便利帳）は1口座とみなします。�

※1 

※2

※3

※3

※4

お
預
入
れ�

各種お取引の有無およびご預金などの残高に応じてポイントをカウントします。�
お取引が多いほどおトクです。�

毎月末に集計したポイントに応じてステップ判定を行い、翌月15日から翌々月�
の14日までの1ヵ月間、三ツ星、四ツ星、五ツ星の各ステップに応じた特典が�
ご利用いただけます。�

カードでのショッピングポイントをプレゼント（年1回）

※3 共同サービスコーナーによっては対象外となる場合があります。�
※4  セブン--イレブン（セブン銀行ATM）または「E-net」マークのあるコンビニ（ファミリーマート、デイリー�
　　ヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）に設置されているATMに限ります。�
※5 当行のATM・為替振込機でのキャッシュカード・通帳による振込およびダイレクトバンキングによる振込に限ります。�
※6 普通預金を含む預り資産残高が5万円以上のお客さまを対象とします。�

　　　　　 カード・バンク�
 カード等、当行が発行する�
 クレジットカードの利用�

カード�

株式投信＋外貨定期� 100万円以上500万円未満�　　　　　　　　 30
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�■キャッシュカード一体型クレジットカード "arecore" �■ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」

　キャッシュカード、クレジットカード、ローンカードの3つの機能が1つになった〈ふくぎん〉の「arecoreカード」
はお客さまから大変ご好評いただき、発行枚数は既に15万枚に達しています。�

キャッシュ�
カードとして�

クレジット�
カードとして�

ローン�
カードとして�＋� ＋� ＝�

「引出す・預ける・振込む」�
のキャッシュカード機能�

国内外でご利用OK!�
ICチップ搭載の次世代カード�

急な出費にも慌てない！�
カードローン機能�

当行ATM時間外手数料を無料に�
できる！� クレジットカード年会費を無料にできる！�
●1年間無料�
●2年目以降もarecoreカードのご継続に加え、例えば以下の2つのお取引でもOK!

（カード発行月の翌月15日から適用されます。）� （ゴールドカード、ヤングゴールドカードは対象外となります。）�

◎給与振込◎arecoreカードでの過去6ヵ月のショッピング決済額が5万円以上�
※「マイバンク」でのサービス提供となります。�

●1年間無料�
●2年目以降も以下のご利用でOK!
◎arecoreカードでの年間ショッピングご利用額が10万円以上または携帯電話�
　料金のクレジットカード決済�

ショッピングポイントに�
ボーナスポイントがついてくる！�

1枚で、こんなにおトク！�

arecoreカード�
だけの特典！�

●マイバンクの各ステップに応じて�
　ショッピングポイントを5％～15％�
　上乗せ！�

本会員� 家族カード�
（1人目）�

1,312円�
（初年度無料）�

420円�
（初年度無料）�

420円�
（初年度無料）�

3,150円� 1,050円�

1,050円�

無　料�

右記※2を条件に�
本会員・家族会員とも無料�

左記と変わらず�

左記と変わらず�10,500円�

無　料�

無　料�

無　料�

家族カード�
（2人目）�

「マイ・ペイすリボ」�
「支払い名人」の登録を�

した場合�

クラシック・一般（学生）

ヤ ン グゴ ー ルド

ゴ ー ル ド

クラシック・一般

年会費のご案内�
クラシック・一般カードは初年度無料で、2年目以降は年間ショッピング利用額10万円以上（家族カード利用額含む）もしくは携帯電話料金をクレジットカード�
決済することにより年会費が無料になります。�

※1

�

※3

※上記カードのブランド表示は、一例です。すべてのカードで、VISA・MasterCard・JCBブランドがご選択いただけます。　※実際のカードとは、若干色が異なる場合がございます。�

arecoreは、4色の中から�
お好きなカラーをお選びいただけます。�

クラシック・一般カード� ■お申込み条件・・・20歳以上�
スタンダードなカード�

ブルー� ピンク� イエロー� グリーン�

※学生の方は、クラシック・一般カードのみお申込みいただけます。�

高いクオリティにこだわるあなたのために。�

ゴールドカード�
■お申込み条件�
20歳以上�
●会員情報誌をお届け�
●空港ラウンジサービス�
●国内・海外旅行傷害保険�
　この他、お得なサービス満載�

ヤングエグゼクティブのためのゴールドカード。�

ヤングゴールドカード�
■お申込み条件�
20歳以上30歳未満�
※満30歳以上になられた方は�
　審査の上、ゴールドカードへ�
　ランクアップします。�

※1　クラシック・一般（学生）カードの年会費無料適用期間は、卒業予定年度までです。
（以降はクラシック・一般カードに準じます。）�

�
※2「マイ・ペイすリボ」「支払い名人」の登録をした場合、クラシック・一般カードは

前回の年会費引落日の前月16日から次回の年会費引落日の前月15日までに
ショッピングのご利用（家族カードの利用含む）があれば、次回の年会費は無料
（家族カードも無料）となります。その後も1年毎に同様のお取り扱いとなりま
す。登録を解除した場合は、元通り通常の年会費が必要となります。�

�
※3「マイ・ペイすリボ」「支払い名人」とは、ショッピングの一括払いを原則「リボ払い」

とする登録サービスです。�

※同一のお取引項目内に複数のお取引があっても、ポイントは重ねて集計しません。�
※住所、氏名が一致しているお客さまを同一人物として集計します。�

毎月末のお取引に応じて、ポイントを見直します。しかも、お申込店だけでなく、�
ふくぎん全店のお取引が対象となり、ポイントを合算できるから、ますます�
おトクです。�

■ポイントは毎月末見直します。複数店舗のお取引も
　まとめて対象となり、さらにポイントがプラスされます。

■お取引に応じてポイントをプラスします。

■ステップが上がれば特典もふえます。
　四ツ星でコンビニATM手数料も無料になります。

セブン--イレブン（セブン銀行ATM）または「E-net」マークのあるコンビニ（ファミリーマート、�
デイリーヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）に設置されているATMに限ります。�

ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」は、お客さまの〈ふくぎん〉とのお取引内容をポイントに換算し

て、その合計ポイントによって、ローン金利・各種手数料の優遇などの特典を提供するサービスです。�

サ ービスのご案 内

ふくぎんポイントくらぶ「マイバンク」はお申込制となっております。（入会金、年会費等は一切不要です。）

取 引 項 目 �

給与振込� 20

20

20

5

5

10
10

10

20

10

30

30
50

70

年金�
年金自動受取�

年金受取ご予約サービス�

（株投以外）�

ポイント�

6ヵ月間の利用額が5万円以上30万円未満�

6ヵ月間の利用額が30万円以上�

100万円以上500万円未満�

500万円以上1000万円未満�

1000万円以上�

バンクカード・CD一体型クレジットカード�

20�

クレジットカード（上記カード以外）�

公共料金�（電話・電気・ガス）�

（毎月1万円以上）�積み立て�

定期預金＋国債等の�
債券保護預り＋投信�
�

6ヵ月間のDB投信購入額が10万円以上50万円未満�

6ヵ月間のDB投信購入額が50万円以上�
DB投信の利用�

株式投信＋外貨定期�
500万円以上1000万円未満�

1000万円以上�

　　　　　　　　 50

　　　　　　　　 70

ニューオートローン・学資ローンの金利優遇

トラベラーズチェック発行手数料

ダイレクトバンキングご利用手数料

当行ATM時間外手数料

コンビニATM手数料

貸金庫利用手数料

当行宛振込手数料

他行宛振込手数料

ギフトカード3,000円を全員にプレゼント（年1回）

旅行券8万円分を抽選で50名にプレゼント（年1回）

三ツ星

1％優遇

50％割引

無　料 無　料 無　料

無　料 無　料 無　料

無　料 無　料

無　料 無　料

50％割引 50％割引

15％割引15％割引 15％割引

105円割引（税込） 105円割引（税込）

全員にプレゼント

抽選でプレゼント

1％優遇 1％優遇

ショッピングポイント+5％ ショッピングポイント+10％ ショッピングポイント+15％

四ツ星 五ツ星

ポイント�お取引に対してのポイントは下記の通りです。

ポイントに応じた特典は下記の通りです。特　典�

50ポイント以上� 100ポイント以上� 150ポイント以上�

自
動
受
取�

自
動
支
払�

お
預
入
れ�

取 引 項 目 �

5

5
5
20

20

10

ポイント�

当座貸越型ローンカード�

住宅ローン�

住宅金融公庫�

一般ローン�

取引期間10年以上�

テレバン会員�

マイホーム応援くらぶ�

貸金庫利用�

5

10

インターネット専用口座�
「Net-One」（ネットワン）�
のお申込�

ネットワン口座のお申込があること（1口座あり）�

ネットワン口座のお申込があること（2口座あり）�

30

70
お
借
入
れ�

そ
の
他�

※5

※3

※4

※2

※1

※5

※6 ※6

※6

※1 毎年12月15日現在のステップで三ツ星以上のお客さま全員に、［前年12月16日～本年12月15日のarecoreカード�
　　でのショッピング合計金額］÷1000×［三ツ星5％、四ツ星10％、五ツ星15％］=ボーナスポイントとして翌年2月10日�
　　にプレゼントします。�
※2 新規申込時に金利を優遇いたします。キャンペーン等の優遇金利に重ねて優遇は行いません。当行所定の審査�
　　をさせていただきます。�
�

※1 デビットカードとしてのご利用は対象外となります。　　　　※2 積立投信は除きます。�
※3 2ヵ月間連続で延滞された場合、ポイントは付与されません。�
※4 総合口座、貯蓄総合口座（便利帳）は1口座とみなします。�

※1 

※2

※3

※3

※4

お
預
入
れ�

各種お取引の有無およびご預金などの残高に応じてポイントをカウントします。�
お取引が多いほどおトクです。�

毎月末に集計したポイントに応じてステップ判定を行い、翌月15日から翌々月�
の14日までの1ヵ月間、三ツ星、四ツ星、五ツ星の各ステップに応じた特典が�
ご利用いただけます。�

カードでのショッピングポイントをプレゼント（年1回）

※3 共同サービスコーナーによっては対象外となる場合があります。�
※4  セブン--イレブン（セブン銀行ATM）または「E-net」マークのあるコンビニ（ファミリーマート、デイリー�
　　ヤマザキ、ミニストップ、ポプラ等）に設置されているATMに限ります。�
※5 当行のATM・為替振込機でのキャッシュカード・通帳による振込およびダイレクトバンキングによる振込に限ります。�
※6 普通預金を含む預り資産残高が5万円以上のお客さまを対象とします。�

　　　　　 カード・バンク�
 カード等、当行が発行する�
 クレジットカードの利用�

カード�

株式投信＋外貨定期� 100万円以上500万円未満�　　　　　　　　 30
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オペレーショナル・リスク管理委員会�ALM委員会�コンプライアンス委員会�

総合企画部�
経営管理室�

クオリティ統括部�
コンプライアンス室�

株式会社　福岡銀行�

○利用目的・利用範囲を特定し、お客様に対し通知または公表いたします。また、お客様から直接書面等により情報を取得する場合は、あらかじめ利用目的を�
　明示し、ローン等の融資業務においては、利用目的について同意を得ることといたします。�

〈お問い合わせ窓口〉○株式会社 福岡銀行 サービス監査室　○電話番号 0120-338-678（受付時間9：00～17：00  銀行休業日除く）�平成17年3月23日　制定�

□ 情報の取得・利用について�
○お客様の情報を取得する場合、適切かつ適法な手段で取得し、取得した情報については、法令等で定める場合を除き利用目的の範囲を超えて取扱いいたしません。�

□ 利用目的の通知・公表・明示等について�

○お客様の情報を正確に保つよう努めるとともに、情報への不正なアクセスや情報の流出・紛失等の防止のため、必要かつ適切な安全管理措置を講じます。�

□ 安全管理措置�

○法令等により例外とされている場合や公共の利益のために必要な場合を除いて、あらかじめお客様の同意を得ることなくお客様の情報を外部に提供いたしません。�

□ 情報の外部提供�

○お客様からご自身の情報について開示等のご依頼があった場合、ご本人様の確認をさせていただいたうえで、特別な理由がない限り対応いたします。なお、�
　ダイレクトメールをご希望されない場合は、お申し出により発送を中止いたします。�

□ 情報の開示・訂正等�

○お客様の情報の取扱いに関するご意見・苦情に迅速かつ適切に対応し、再発防止に取組みます。�

□ 情報の取扱いに関するご意見・苦情への対応�

○お客様の情報を適切に利用・管理するため、継続的に従業員の教育を実施し、取扱状況を点検いたします。また、このような取組みやお客様からのご意見を�
　とおして、お客様の情報の取扱いについて継続的に改善を図ってまいります。�

なお、お客様の個人情報の取扱いに関するご質問・ご意見・苦情は、営業店および次のお問い合わせ窓口までお申し出ください。�

□ 継続的な改善への取組み�

オペレーショナル・リスク�

■個人情報保護法への取り組みについて

個人情報保護宣言

個人情報保護宣言�
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コンプライアンス（法令等遵守）態勢について

リスク統括部�

市
場
関
連
リ
ス
ク�

流
動
性
リ
ス
ク�

危

機

管

理

�

そ
の
他
の
リ
ス
ク�

　平成17年4月から当座預金や利息のつかない普通預金などは「決済用預金」として全額保護され、定期預金や�

利息のつく普通預金などは、1金融機関につき預金者１人当たり、元本1千万円までとその利息等が保護されます。�

■預金保険制度について

●預金保険対象商品と保護の範囲
預 金 等 の 分 類

合算して元本1,000万円までとその利息等（注3）を保護�

利息がつかないなどの条件を満たす預金（注2）は全額保護�

（注1）このほか、納税準備預金、掛金、預金保険の対象預金を用いた積立・財形貯蓄商品が該当します。　（注2）決済用預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3条件を満たすものです。�
（注3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配のうち一定の要件を満たすもの等も利息と同様保護されます。�

預
金
保
険
の�

対
象
商
品�

預
金
保
険
の�

対
象
外
商
品�

（注1）

　平成17年4月1日から、『個人情報の保護に関する法律』が全面施行されました。ふくぎんは、お客さまに安心してお取り

引きをいただけるよう、個人情報保護に関する関係法令を遵守するとともに、組織的な管理態勢の構築や従業員への教育・

研修を通して、個人情報の適切な取り扱いの向上に努めています。また、お客さまの情報を不正なアクセスによる流出や紛

失から防止するため、必要かつ適切な安全管理対策を実施し、継続的な改善と管理水準の向上に取り組んでいます。�

　ふくぎんでは、このような個人情報の保護に対する取組方針をとりまとめ、以下のとおり「個人情報保護宣言」とし

て、ホームページや営業店のポスター、小冊子により公表しています。�

■内部監査

　内部監査は、経営目的を達成するための内部統制及びリスク管理態勢の適切性、有効性を、本部・営業店等の業務

執行部門から独立した内部監査部門が評価・検証し、必要に応じて問題点の改善・是正に係る提言を行うプロセスです。�

　ふくぎんでは、行内の他の部門から独立した監査部が「監査規則」に基づき、本部・営業店等に対して監査を実施して

います。監査部は、内部統制及びリスク管理態勢の適切性、有効性を検証し、問題点の指摘のみならず、改善方法の提言

を行うとともに、監査結果を取締役会等に報告しています。なお、監査計画の策定に際しては、リスクの種類・程度に

応じて監査の頻度・深度に配慮するなど、効率的かつ実効性のある内部監査の実現に努めています。�

　また、今後予定されている新BIS規制（パーゼルⅡ）や財務報告にかかる内部統制強化に向けた規制（日本版SOX）等

への対応に向け、内部監査態勢の強化を図ります。�

　当行は質の高い金融サービスを提供することにより、お客様の信頼にお応えするとともに、地域社会・経済の発展に貢献することを目指しております。お客様の個人情報
は当行にとっても重要な財産であり、当行はその適切な保護と利用を図るため、個人情報保護に関する関係法令、ルールおよび次に掲げる取組方針を遵守してまいります。�

1,000万円を超える部分は、破綻金融機関の財産の状況に応じて支払われます�
（一部カットされることがあります）�

破綻金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットされることがあります）�

当座預金・普通預金・別段預金�

定期預金・貯蓄預金・通知預金・定期積金・元本補てん契約のある金銭信託
（ビッグなどの貸付信託を含みます）・金融債（ワイドなどの保護預り専用商
品に限ります）など�

外貨預金・譲渡性預金・元本補てん契約のない金銭信託（ヒット、スーパーヒットなど）・�
金融債（保護預り専用商品以外のもの）�

　コンプライアンス（法令等遵守）は、信用が最大の財産ともいえる銀行にとって最も重要なテーマのひとつであり、ふくぎん

では、コンプライアンスを経営の最重要課題のひとつと位置づけ、コンプライアンス態勢の充実と強化に取り組んでいます。�

　具体的には、コンプライアンスの統括部署である「クオリティ統括部コンプライアンス室」を中心として、関係各部

と連携して各種法令や社会常識に則った業務処理が行われているかをチェックする体制を整備するとともに、行員の

行動基準となる倫理規程・行内ルールおよび法令等を集大成した「コンプライアンス・マニュアル」を制定し、それに�

基づいた行員の研修指導等を実施しています。�

　また、取締役会の下部組織として、外部の弁護士・公認会計士を交えた「コンプライアンス委員会」を設け、コンプライ

アンス態勢の評価・チェックを定期的に行うとともに、コンプライアンスを確実に実践していくための具体的な実践計画

として「コンプライアンス・プログラム」を年度毎に策定し、コンプライアンスに関わる組織や行内規程の一層の整備等に

取り組んでいます。�

　ふくぎんは、お客さまや株主の皆さまからのより多くの信頼・支持を得るため、今後ともコンプライアンスの充実に

努めてまいります。�

�
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総合企画部�
経営管理室�

クオリティ統括部�
コンプライアンス室�

株式会社　福岡銀行�

○利用目的・利用範囲を特定し、お客様に対し通知または公表いたします。また、お客様から直接書面等により情報を取得する場合は、あらかじめ利用目的を�
　明示し、ローン等の融資業務においては、利用目的について同意を得ることといたします。�

〈お問い合わせ窓口〉○株式会社 福岡銀行 サービス監査室　○電話番号 0120-338-678（受付時間9：00～17：00  銀行休業日除く）�平成17年3月23日　制定�

□ 情報の取得・利用について�
○お客様の情報を取得する場合、適切かつ適法な手段で取得し、取得した情報については、法令等で定める場合を除き利用目的の範囲を超えて取扱いいたしません。�

□ 利用目的の通知・公表・明示等について�

○お客様の情報を正確に保つよう努めるとともに、情報への不正なアクセスや情報の流出・紛失等の防止のため、必要かつ適切な安全管理措置を講じます。�

□ 安全管理措置�

○法令等により例外とされている場合や公共の利益のために必要な場合を除いて、あらかじめお客様の同意を得ることなくお客様の情報を外部に提供いたしません。�

□ 情報の外部提供�

○お客様からご自身の情報について開示等のご依頼があった場合、ご本人様の確認をさせていただいたうえで、特別な理由がない限り対応いたします。なお、�
　ダイレクトメールをご希望されない場合は、お申し出により発送を中止いたします。�

□ 情報の開示・訂正等�

○お客様の情報の取扱いに関するご意見・苦情に迅速かつ適切に対応し、再発防止に取組みます。�

□ 情報の取扱いに関するご意見・苦情への対応�

○お客様の情報を適切に利用・管理するため、継続的に従業員の教育を実施し、取扱状況を点検いたします。また、このような取組みやお客様からのご意見を�
　とおして、お客様の情報の取扱いについて継続的に改善を図ってまいります。�

なお、お客様の個人情報の取扱いに関するご質問・ご意見・苦情は、営業店および次のお問い合わせ窓口までお申し出ください。�

□ 継続的な改善への取組み�

オペレーショナル・リスク�

■個人情報保護法への取り組みについて

個人情報保護宣言

個人情報保護宣言�
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コンプライアンス（法令等遵守）態勢について

リスク統括部�

市
場
関
連
リ
ス
ク�

流
動
性
リ
ス
ク�

危

機

管

理

�

そ
の
他
の
リ
ス
ク�

　平成17年4月から当座預金や利息のつかない普通預金などは「決済用預金」として全額保護され、定期預金や�

利息のつく普通預金などは、1金融機関につき預金者１人当たり、元本1千万円までとその利息等が保護されます。�

■預金保険制度について

●預金保険対象商品と保護の範囲
預 金 等 の 分 類

合算して元本1,000万円までとその利息等（注3）を保護�

利息がつかないなどの条件を満たす預金（注2）は全額保護�

（注1）このほか、納税準備預金、掛金、預金保険の対象預金を用いた積立・財形貯蓄商品が該当します。　（注2）決済用預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3条件を満たすものです。�
（注3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配のうち一定の要件を満たすもの等も利息と同様保護されます。�

預
金
保
険
の�

対
象
商
品�

預
金
保
険
の�

対
象
外
商
品�

（注1）

　平成17年4月1日から、『個人情報の保護に関する法律』が全面施行されました。ふくぎんは、お客さまに安心してお取り

引きをいただけるよう、個人情報保護に関する関係法令を遵守するとともに、組織的な管理態勢の構築や従業員への教育・

研修を通して、個人情報の適切な取り扱いの向上に努めています。また、お客さまの情報を不正なアクセスによる流出や紛

失から防止するため、必要かつ適切な安全管理対策を実施し、継続的な改善と管理水準の向上に取り組んでいます。�

　ふくぎんでは、このような個人情報の保護に対する取組方針をとりまとめ、以下のとおり「個人情報保護宣言」とし

て、ホームページや営業店のポスター、小冊子により公表しています。�

■内部監査

　内部監査は、経営目的を達成するための内部統制及びリスク管理態勢の適切性、有効性を、本部・営業店等の業務

執行部門から独立した内部監査部門が評価・検証し、必要に応じて問題点の改善・是正に係る提言を行うプロセスです。�

　ふくぎんでは、行内の他の部門から独立した監査部が「監査規則」に基づき、本部・営業店等に対して監査を実施して

います。監査部は、内部統制及びリスク管理態勢の適切性、有効性を検証し、問題点の指摘のみならず、改善方法の提言

を行うとともに、監査結果を取締役会等に報告しています。なお、監査計画の策定に際しては、リスクの種類・程度に

応じて監査の頻度・深度に配慮するなど、効率的かつ実効性のある内部監査の実現に努めています。�

　また、今後予定されている新BIS規制（パーゼルⅡ）や財務報告にかかる内部統制強化に向けた規制（日本版SOX）等

への対応に向け、内部監査態勢の強化を図ります。�

　当行は質の高い金融サービスを提供することにより、お客様の信頼にお応えするとともに、地域社会・経済の発展に貢献することを目指しております。お客様の個人情報
は当行にとっても重要な財産であり、当行はその適切な保護と利用を図るため、個人情報保護に関する関係法令、ルールおよび次に掲げる取組方針を遵守してまいります。�

1,000万円を超える部分は、破綻金融機関の財産の状況に応じて支払われます�
（一部カットされることがあります）�

破綻金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットされることがあります）�

当座預金・普通預金・別段預金�

定期預金・貯蓄預金・通知預金・定期積金・元本補てん契約のある金銭信託
（ビッグなどの貸付信託を含みます）・金融債（ワイドなどの保護預り専用商
品に限ります）など�

外貨預金・譲渡性預金・元本補てん契約のない金銭信託（ヒット、スーパーヒットなど）・�
金融債（保護預り専用商品以外のもの）�

　コンプライアンス（法令等遵守）は、信用が最大の財産ともいえる銀行にとって最も重要なテーマのひとつであり、ふくぎん

では、コンプライアンスを経営の最重要課題のひとつと位置づけ、コンプライアンス態勢の充実と強化に取り組んでいます。�

　具体的には、コンプライアンスの統括部署である「クオリティ統括部コンプライアンス室」を中心として、関係各部

と連携して各種法令や社会常識に則った業務処理が行われているかをチェックする体制を整備するとともに、行員の

行動基準となる倫理規程・行内ルールおよび法令等を集大成した「コンプライアンス・マニュアル」を制定し、それに�

基づいた行員の研修指導等を実施しています。�

　また、取締役会の下部組織として、外部の弁護士・公認会計士を交えた「コンプライアンス委員会」を設け、コンプライ

アンス態勢の評価・チェックを定期的に行うとともに、コンプライアンスを確実に実践していくための具体的な実践計画

として「コンプライアンス・プログラム」を年度毎に策定し、コンプライアンスに関わる組織や行内規程の一層の整備等に

取り組んでいます。�

　ふくぎんは、お客さまや株主の皆さまからのより多くの信頼・支持を得るため、今後ともコンプライアンスの充実に

努めてまいります。�

�
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　金融技術の発展や規制緩和により、金融機関としてのビジネスチャンスが拡大する一方、銀行が直面するリスクは�

多様化・複雑化しています。このような経営環境においては、これまで以上にリスクについての十分な分析を行い、�

適切な管理を行うことが重要になります。�

　ふくぎんでは、「健全性維持」と「収益力向上」の双方がバランス良く両立し得る経営を目指し、以下のとおりリスク�

管理の強化に努めています。�

�

リスク管理体制について

■リスク管理体制

　ふくぎんでは、リスク管理の重要性に鑑み、取締役会を頂点とするリスク管理体制を構築しています。�

　具体的には、行内のリスク管理の基本規程として『リスク管理規則』を、リスク管理に係る年度の運営方針として

『リスク管理方針』を、それぞれ取締役会において制定しています。�

　また、「コンプライアンス委員会」「ALM委員会」「オペレーショナル・リスク管理委員会」を設置し、各リスクの管理

状況等について、定期的に経営に対して報告・協議を行っています。�

　加えて、平成18年4月に、信用リスク、市場関連リスク、流動性リスク、オペレーショナル・リスクの統合的な管理部署として

「リスク統括部」を新設するとともに、「リスク資本配賦制度」を実施し、リスクを統合的に管理する体制を構築しています。�

■信用リスク

■市場関連リスク

■流動性リスク

　流動性リスクとは、「内外の経済情勢や市場環境の変化等により、資金繰りに支障を来したり、通常より著しく高い

金利での調達を余儀なくされたりすることにより損失を被るリスク」をいいます。�

　ふくぎんでは、流動性リスクは重要なリスクの一つであるとの認識のもと、取締役会において「流動性リスク管理方針」や

「流動性リスク管理規則」を定めています。その中で、資金繰りの状況に応じた管理区分や対応方法等を定めています。�

　日々のリスク管理では、日次調達リミット等の運用基準の管理を行うことで、流動性リスクの増大を回避しています。�

　ミドルオフィスであるリスク統括部市場管理グループは、資金繰り管理の状況やリミットの遵守状況等を毎月

ALM委員会に報告するとともに、定期的に取締役会に報告しています。�

　市場関連リスクとは、「金利・為替・株式などの相場が変動することにより、金融商品の時価が変動し、損失を被る

リスク」をいいます。経営環境の変化に伴い、銀行の抱える市場関連リスクも複雑、多様化しており、リスクの把握と

コントロールがますます重要になっています。�

　ふくぎんは、取締役会において、市場業務に関するリスク管理の基本方針や規程を定めています。�

　また、ポジション枠やリスク・リミット等についても、当行の収益力やリスク管理能力等を勘案のうえ決定しています。

なお、ポジション枠等については、定期的に（半期に１回）見直しを行っています。�

　市場取引は、取引執行部門である市場営業部市場営業グループ及びトレーディング室（いずれもフロントオフィス）、

リスク管理部門であるリスク統括部市場管理グループ（ミドルオフィス）、事務管理部門である市場営業部市場

業務グループ（バックオフィス）の3部門を明確に分離することで、相互牽制の徹底を図っています。�

　ミドルオフィスであるリスク統括部市場管理グループは、リスクの計測と規程の遵守状況のモニタリングを行い、

リスク管理部門担当役員に対しトレーディング取引とバンキング取引の状況について月次で報告するとともに、取締

役会やALM委員会に対しても定期的に報告する等、リスク管理体制の強化を図っています。��

　市場リスクについては、VaR（バリュー・アット・リスク）や10BPV（ベーシス・ポイント・バリュー）等を併用する等、

多面的な方法で、きめ細かいリスク管理を行っています。（VaRとは、一定の確率のもとで発生し得る予想最大損失

額のことで、10BPVは、金利が0.1%変動した場合の評価損益変動額を表しています。）��

　市場リスクのうち、金利リスクについては、有価証券やデリバティブ等の市場取引に、国内、国際部門の預金・貸出金

を加えて、VaRや10BPVを計測、管理しています。当行の金利VaRは、ALMシステムを用い、市場金利の変動

シナリオを1,000通り作成して損益をシミュレーションする、予想最大損失額を計測する方法（モンテカルロシミュ

レーション）を採用しています。�

　また、株式等の価格変動リスクについても、VaR等を計測すること等により、きめ細かいリスク管理を行っています。�

　さらに、債券ディーリング等のトレーディング取引についても、自己資本の一定の範囲内で損失限度額等を定め、

厳正な管理を実施しています。�

　信用リスクとは、「与信先の財務状況悪化等に起因し、資産の価値が減少ないし滅失し、損失を被るリスク」をいいます。�

　信用リスクは銀行が保有する最大のリスクであり、資産の健全性を維持しつつ適正な収益をあげるという、いわゆる

「適切な信用リスク管理」は、銀行経営における最も重要な課題のひとつとなっています。�

　具体的には、まず、与信業務を適切に運営するための基本的な考え方、判断・行動の基準を明記した「与信の基本

方針（クレジットポリシー）」を定め、その理解と遵守を広く役職員に促し、徹底を図っています。また、信用リスクに

関する基本方針を定めた「信用リスク管理方針」の中で、リスク資本配賦制度において信用リスクに配賦するリスク

資本額や資本コスト額の考え方を整理し、リスク資本対比収益率などの指標に基づく信用リスク管理の実践を目指す

ことを掲げています。このような信用リスク管理の高度化を実現していくために、厳格な内部管理態勢が求められる

新しい自己資本比率規制（バーゼルⅡ）に対応する準備を進めています。�

　個別案件の審査にあたっては、事業計画の妥当性や資金使途の確認、返済財源の把握、技術開発力・商品等の競争

優位性、経営管理能力など幅広い観点から分析・評価を行い、併せて担保等による債権保全の妥当性を検証するなど、

営業店及び本部審査部門双方の段階において、的確かつ厳正な与信判断を行っています。さらに、与信後におい

ても、各種信用情報の収集、業界動向の分析、財務データの更新・分析、信用格付判定による業態の把握、担保評価

の定期的な洗い替え、延滞先管理の強化などのフォロー管理を徹

底し、不良債権発生の防止に努めています。�

　本部審査部門では、業種や信用状況に応じた担当割りを行い、

きめ細やかな案件審査や営業店指導を行うとともに、本部・営業店

の情報交換を緊密に行い、与信先の業態の変化などに即応できる

体制をとっています。また、関連会社のサービサー（ふくおか

債権回収（株））に事業再生ノウハウを集約し、企業の再生支援

機能の強化を図っています。�
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　有形資産リスクとは、「災害、犯罪または資産管理の瑕疵等の結果、有形資産の毀損により、損失を被るリスク」を

いいます。�

　ふくぎんでは、自然災害、外部からの脅威等の増加により有形資産が毀損するリスクが増加しているとの認識の

もとに、取締役会において「有形資産リスク管理規則」や「有形資産リスク管理方針」を定め、有形資産リスクを軽

減するための適切な方策を講じています。�

有形資産リスク�

　労務リスクとは、「労務慣行の問題（役職員の人事処遇の問題、勤務管理上の問題等）、ならびに職場の安全衛生

環境の問題に起因して損失を被るリスク、および役職員の不法行為により使用者責任を問われるリスク」をいいます。�

　ふくぎんでは、労務リスクは重要なリスクの一つであるとの認識のもと、取締役会において「労務リスク管理規

則」や「労務リスク管理方針」を定め、労務リスクを軽減するための適切な方策を講じています。�

　また、人権啓発研修の定期的な実施や外部啓発行事への積極的参加により、役職員の意識の向上に取り組んで

います。�

労務リスク�

　法務リスクとは、「法令や契約等に違反すること、不適切な契約を締結すること、その他の法的原因により、損失

を被るリスク」をいいます。�

　ふくぎんでは、事務リスクと同様に全ての業務に法務リスクが内在するという認識のもと、取締役会において「法

務リスク管理規則」や「法務リスク管理方針」を定め、法務リスクについて総合的に管理する体制を構築しています。�

　また、法務リスクに関連する情報を、集中的に一元管理することにより、管理体制の強化に努めています。�

法務リスク�

　事務リスクとは、「役職員が、事務規程等に反する取り扱いを行ったり正確な事務を怠ったりすることによって、事故・

不正等が発生し損失が生じたり、また、お客さまとのトラブル等に起因して信用低下等が生じるリスク」をいいます。�

　ふくぎんでは、すべての業務に事務リスクが内在するとの認識のもとに、取締役会において「事務リスク管理規

則」や「事務リスク管理方針」を定め、事務リスクについて総合的に管理する体制を構築しています。�

　ますます多様化・複雑化する業務に適切に対処し、想定される事務リスクを未然に回避するために、システム化の

充実やコンピュータシステムの活用によるチェック機能強化に積極的に取り組むとともに、営業店事務の本部集中

化による業務の効率化や事務品質の向上にも取り組んでいます。�

　また、営業店事務水準の維持・向上を図るため、規程集電子化システムにより業務全般にわたる事務規程の充実

を図るとともに、営業店からの事務取扱全般に関する照会を本部の専担部署（ヘルプデスク）が一元的に受け付け

ることにより、営業店支援体制の強化を図っています。�

　さらに、営業店への指導として、業務別・階層別集合研修の開催や、本部各部による営業店に対する事務指導を

実施する等、積極的に役職員教育に取り組んでいます。�

事務リスク�

　システムリスクとは、「コンピュータシステムの停止や誤作動または不正利用等により損失を被るリスク」をいいます。�

  ふくぎんでは、進化し続けるＩＴ（情報技術）の動向を的確に捉えながら、新商品の早期提供、サービス品質の向上、

厳正なリスク管理、業務の効率化、基幹システム（広島銀行との共同利用基幹システム）の安全稼働等を最優先の

課題とし、取締役会において「セキュリティポリシー」（情報資産保護のための安全対策に関する基本方針）、「シス

テムリスク管理規則」や「システムリスク管理方針」を定め、システムリスクについて総合的に管理する体制を構築

しています。�

　まず、システムの安全稼働に万全を期すために、コンピュータ機器をはじめ、コンピュータセンターと営業店・ＡＴ

Ｍ等を結ぶ通信回線や預貸金情報を蓄積している元帳データ等もすべて二重化しています。�

　また、情報資産の保護や情報漏洩の防止対策として、情報の暗号化や不正アクセス・情報漏洩を防止する機器の

設置等システム面での対策を実施しています。�

　さらに、地震等大規模災害への備えとして、広島センター・福岡センターの2拠点で稼働するシステム体制を取る

ことで、万一どちらかの地域が被災しても継続して金融サービスの提供ができる体制を組んでおり、緊急時に備え、

コンティンジェンシープランを作成し、適宜訓練を実施しています。�

システムリスク�■オペレーショナル・リスク

　オペレーショナル・リスクとは、「銀行の業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であること、または

外生的な事象により損失を被るリスク」をいいます。�

　金融技術の高度化による商品や取扱業務の多様化、システム・ネットワークの拡大に伴う、事務ミス・不正事故・

災害等による大規模損失の発生可能性が増加していることや、規制上の要請（バーゼルⅡによる自己資本比率規制）

により、オペレーショナル・リスク管理の重要性は、ますます高まっています。�

　ふくぎんでは、取締役会において「オペレーショナル・リスク管理規則」や「オペレーショナル・リスク管理方針」を

定め、オペレーショナル・リスクのサブカテゴリーとして、従来からの事務リスク、システムリスクに加え、有形資産

リスク、労務リスク、法務リスクを新たに定義し、オペレーショナル・リスク管理の強化を図っています。�

　また、オペレーショナル・リスクを適切に管理するため、オペレーショナル・リスク損失データの収集および分析と、

リスクコントロールセルフアセスメント（ＲＣＳＡ：リスクとコントロールの有効性に関する自己評価）に取り組むとともに、

オペレーショナル・リスク管理委員会等により、適時・適切なオペレーショナル・リスク管理方針の策定、モニタリング

やコントロールを実施しています。�
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■主な指標の推移（単体ベース）� （単位：億円）�

（単位：億円）�

預 金 残 高 �

貸 出 金 残 高 �

総 資 産 額 �

株 主 資 本 �

64 , 547�

50 , 343�

73 , 462�

3 , 665�

平成18年3月期�

■損益状況（単体ベース）�

平成18年3月期�

1 , 267�

1 , 047�

956�

91�

192�

14�

14�

�

う ち 人 件 費 �

687�

321�

65 , 620

51 , 150�

77 , 120�

3 , 988�

1 , 283

1 , 039

970�

68�

215�

15�

15�

699�

318�

60 , 631�

50 , 544

70 , 751�

3 , 398�

平成16年3月期� 平成17年3月期�

平成16年3月期� 平成17年3月期�

1 , 246�

1 , 043�

947�

96�

183�

5�

14�

698�

343�

コ ア 業 務 純 益 � 578� 584�549�

経　　　　　　　　　　　　費�

■平成17年度（平成18年3月期）の業績

　　

�

業 務 純 益 � 591� 627�635�

経 常 利 益 � 517� 543�412�

信 用 コ ス ト � 63� 35�114�

当 期 純 利 益 � 271� 302�197�

営業の概況

　平成17年度（平成18年3月期）は、資金の効率的運用・調達および経営全般に亘る合理化に努め、グループ全体

の収益力の強化を図ってまいりました。�

　「コア業務純益」は、国際資金利益の減少や経費の増加を国内資金利益および非資金利益の増加でカバーし、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で過去最高益を更新しました。�

　「経常利益」は、信用コストが3年連続で減少したこと等から、前年比26億円増加し543億円となり、3年連続で

過去最高益を更新しました。�

　「信用コスト」は、企業業績の向上や再生支援等の進展等を背景に、新規倒産や担保下落の減少等により、前年比

29億円減少し35億円となりました。�

　「当期純利益」は、経常利益の増加等により、前年比31億円増加し302億円となり、3年連続で過去最高益を

更新しました。�

■業務粗利益・コア業務純益

■経常利益・当期純利益

経常利益� 当期純利益�

（単位：億円）�

（単位：億円）�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

412

517

業務粗利益� コア業務純益�

1,247 1,246 1,267

151

●当 期 純 利 益 と は

●資 金 利 益 と は

●業 務 粗 利 益 と は

●役務取引等利益とは

●コア業務純益とは

［ 参 考 ］銀 行 の 決 算 に つ い て

●その他業務利益とは 銀行本来の業務のうち「資金利益」「役務取引等利益」「特定取引利益（ディーリング益等）」以外の業務で得た利益�
のことです。�

銀行本来の業務での「収益」と「費用」の差額で、経費控除前の粗利益のことです。�

役務とはサービスのことで、主に手数料による損益のことです。�

貸出金や有価証券の利息収入などから、預金の支払利息などを差し引いた収益のことです。�

経常利益から税金などを差し引いた最終的な利益のことです。�

●特定取引利益とは デリバティブ取引等短期的なトレーディング取引に関わる収支のことです。�

預貸金業務による資金利益や為替業務による手数料利益などから経費を差し引いたもので、銀行本来の業務から得ら�
れる利益を示したものです。�

（えきむ）�

損益の状況

　平成18年3月期の「業務粗利益」は、国際資金利

益の減少を国内資金利益と非資金利益の増加でカバー

し、前年比16億円増加し1,283億円となりました。�

　また、銀行本来の業務から得られる利益を表す

「コア業務純益」は、業務粗利益の増加等により、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で

過去最高益を更新しました。�

�

　平成18年3月期の「経常利益」は、コア業務純益

の増加に加え、信用コストの減少等により、前年比

26億円増加し543億円となり、3年連続過去最高益

を更新しました。�

　「当期純利益」は、固定資産減損損失や時間外割増

賃金遡及支払等により43億円の特別損失を計上

いたしましたが、経常利益が高水準であったことから、

前年比31億円増加し302億円となり、3年連続過去

最高益を更新しました。�
7575

197197

271271

平成18年3月期�

543

302302302

515515 549549 578578

平成18年3月期�

1,283

584584

コア業務純益（式）� 業務純益 一般貸倒引当金繰入 国債等債券損益

平
成
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年
度
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■主な指標の推移（単体ベース）� （単位：億円）�
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総 資 産 額 �

株 主 資 本 �

64 , 547�

50 , 343�

73 , 462�

3 , 665�

平成18年3月期�

■損益状況（単体ベース）�
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コ ア 業 務 純 益 � 578� 584�549�

経　　　　　　　　　　　　費�

■平成17年度（平成18年3月期）の業績

　　

�

業 務 純 益 � 591� 627�635�

経 常 利 益 � 517� 543�412�

信 用 コ ス ト � 63� 35�114�

当 期 純 利 益 � 271� 302�197�

営業の概況

　平成17年度（平成18年3月期）は、資金の効率的運用・調達および経営全般に亘る合理化に努め、グループ全体

の収益力の強化を図ってまいりました。�

　「コア業務純益」は、国際資金利益の減少や経費の増加を国内資金利益および非資金利益の増加でカバーし、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で過去最高益を更新しました。�

　「経常利益」は、信用コストが3年連続で減少したこと等から、前年比26億円増加し543億円となり、3年連続で

過去最高益を更新しました。�

　「信用コスト」は、企業業績の向上や再生支援等の進展等を背景に、新規倒産や担保下落の減少等により、前年比

29億円減少し35億円となりました。�

　「当期純利益」は、経常利益の増加等により、前年比31億円増加し302億円となり、3年連続で過去最高益を

更新しました。�

■業務粗利益・コア業務純益

■経常利益・当期純利益

経常利益� 当期純利益�

（単位：億円）�

（単位：億円）�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

412

517

業務粗利益� コア業務純益�

1,247 1,246 1,267

151

●当 期 純 利 益 と は

●資 金 利 益 と は

●業 務 粗 利 益 と は

●役務取引等利益とは

●コア業務純益とは

［ 参 考 ］銀 行 の 決 算 に つ い て

●その他業務利益とは 銀行本来の業務のうち「資金利益」「役務取引等利益」「特定取引利益（ディーリング益等）」以外の業務で得た利益�
のことです。�

銀行本来の業務での「収益」と「費用」の差額で、経費控除前の粗利益のことです。�

役務とはサービスのことで、主に手数料による損益のことです。�

貸出金や有価証券の利息収入などから、預金の支払利息などを差し引いた収益のことです。�

経常利益から税金などを差し引いた最終的な利益のことです。�

●特定取引利益とは デリバティブ取引等短期的なトレーディング取引に関わる収支のことです。�

預貸金業務による資金利益や為替業務による手数料利益などから経費を差し引いたもので、銀行本来の業務から得ら�
れる利益を示したものです。�

（えきむ）�

損益の状況

　平成18年3月期の「業務粗利益」は、国際資金利

益の減少を国内資金利益と非資金利益の増加でカバー

し、前年比16億円増加し1,283億円となりました。�

　また、銀行本来の業務から得られる利益を表す

「コア業務純益」は、業務粗利益の増加等により、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で

過去最高益を更新しました。�

�

　平成18年3月期の「経常利益」は、コア業務純益

の増加に加え、信用コストの減少等により、前年比

26億円増加し543億円となり、3年連続過去最高益

を更新しました。�

　「当期純利益」は、固定資産減損損失や時間外割増

賃金遡及支払等により43億円の特別損失を計上

いたしましたが、経常利益が高水準であったことから、

前年比31億円増加し302億円となり、3年連続過去

最高益を更新しました。�
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302302302
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■預金残高（期末残高）

■総資金残高（期末残高）

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

（単位：億円）�法人預金�

平成17年3月末�

個人預金�

NCD 固定性� 流動性�

60,631

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

（単位：億円）�

平成16年3月末� 平成17年3月末�平成15年3月末�

70,000
61,650 62,779

65,773

平成16年3月末�平成15年3月末�

58,966

■個人預かり資産残高（期末残高）

64,547

平成18年3月末�

65,620

投資信託� 個人年金保険� 外貨預金� 公共債�

平成18年3月末�

67,100

1,000

2,000

3,000

7,000

4,000

6,000

5,000

（単位：億円）�

平成18年3月末�

6,669

2,339

269

1,551

2,510

0％�

2％�

4％�

6％�

8％�

10％�

12％�

14％�14.7％�

平成15年3月末�平成16年3月末�平成17年3月末�

906

265
130

378

1,120

328
635

648

1,422

448

1,098

1,564

4.0％�

6.4％�

10.3％�

2,731

個人預金に対する割合�

資産運用商品の状況

預金の状況

　預金は、個人流動性預金を中心に着実に増加を続け

ており、期末残高は前年比1,073億円増加し6兆

5,620億円となりました。��

　個人預金は、前年比1,333億円増加し4兆5,512

億円となり、法人預金は、前年比260億円減少し2兆

108億円となりました。�

�

　預金残高に譲渡性預金（ＮＣＤ）を加えた総資金ベース

につきましては、前年比1,327億円増加し6兆7,100億

円となりました。�

�

　お客さまの多様化する資産運用ニーズに積極的にお

応えしました結果、資産運用商品（投資信託、個人年金

保険、外貨預金、公共債）は期中3,405億円を販売す

るなど、順調に推移しています。�

　個人預かり資産の残高は、前年比2,137億円増加し

6,669億円となり、また、個人預金に対する割合も

同4.4％上昇し14.7％となりました。�

42,910

17,720

41,525

17,441

44,179

20,368

45,512

20,108

42,910

17,720

41,525

17,441

44,179

20,368

45,512

20,108

※法人預金には、公金預金及び金融機関預金を含んでいます。�
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■貸出金残高（期末残高）

■個人ローン残高（期末残高）
（単位：億円）�

消費性ローン� 住宅ローン�
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11,343
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13,792
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50％�

55％�
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70.2％�

65.3％� 66.6％�

平成18年3月末�

37,181
総貸出金に占める
中小企業等貸出比率

貸出金の状況

　貸出金では、地元企業を中心とした新規取引の開拓や

総合取引の拡大に努め、また個人のお客さまの住宅ローン

をはじめとしたニーズにも積極的にお応えいたしました。�

　貸出金期末残高は、政府向け貸出（法人部門）を

500億円減少させましたが、全体では前年比807億

円の増加となり5兆1,150億円となりました。�

�

　個人ローンでは、住宅ローンが前年比1,057億円増加し

1兆2,400億円となり、全体では前年比1,009億円増加

し1兆3,792億円となりました。�

■中小企業等貸出金残高（期末残高）

　中小企業等貸出金は、前年比1,852億円増加し、期末

残高は3兆7,181億円となりました。貸出金全体に占め

る割合も72.7％となり、前年比2.5％の増加です。�
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13,12013,120

37,22337,223
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個人預金に対する割合�

資産運用商品の状況

預金の状況

　預金は、個人流動性預金を中心に着実に増加を続け

ており、期末残高は前年比1,073億円増加し6兆

5,620億円となりました。��

　個人預金は、前年比1,333億円増加し4兆5,512

億円となり、法人預金は、前年比260億円減少し2兆

108億円となりました。�

�

　預金残高に譲渡性預金（ＮＣＤ）を加えた総資金ベース

につきましては、前年比1,327億円増加し6兆7,100億

円となりました。�

�

　お客さまの多様化する資産運用ニーズに積極的にお

応えしました結果、資産運用商品（投資信託、個人年金
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■金融再生法開示債権

●部分直接償却とは

危険債権�破産更生債権等� 要管理債権�
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不良債権の保全内訳（金融再生法開示債権、単体ベース）

金融再生法開示債権の定義

■不良債権に対する備え

（単位：億円）�（平成18年3月末）�
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合 　 　 　 　 　 計 �

危 　 険 　 債 　 権 �

担保・保証等�引 当 金 �

貸出金、外国為替、未収利息、支払承諾見返、貸付有価証券、仮払金等の合計額。�
�

「債 権 額」

破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権。�
�

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りが�
できない可能性の高い債権。�
�

「危険債権」

3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権。�
�

「要管理債権」

平成17年度の業績

不良債権の状況

1,357

　平成18年3月末の「金融再生法開示債権」は、前年比213億円減少し1,479億円となり、不良債権比率も前年比

0.46％低下し2.85％となりました。また、部分直接償却を実施した場合、開示債権残高は1,357億円、不良債権比

率は2.62％となります。�

　平成18年3月末の金融再生法開示債権1,479億円のうち、1,209億円は貸倒引当金および担保・保証等でカバー

しており、保全率は81.7％と引き続き十分な引当・保全状況を維持しています。�

　自己査定により回収不能または無価値と判定した担保･保証付債権等について、債権額から担保の処分可能見込額および保証による回収が可能と認め
られる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額することです。このため、部分直接償却を実施すれば、不良債権残高は減少します。�

（単位：億円）�

自己資本比率　＝�

自己資本残高（連結）

Tier Ⅰ�

Tier Ⅰ比率�自己資本比率�

（注1） 自己資本は、資本金・資本剰余金・利益剰余金などの基本的項目（ＴierⅠ）と、劣後ローン・土地の含み益・一般貸倒引当金などの補完的�
　 　 項目（ＴierⅡ）とに区分されます。�
（注2）リスクアセットとは、資産の各項目にそれぞれのリスク・ウエイト（信用リスクの度合い）を乗じて得た額の合計額のことです。�
�
�

Tier Ⅱ�

■自己資本比率とは

■当行の自己資本比率（連結ベース、国内基準）

（単位：億円）�リスクアセット残高（連結）（単位：％）�自己資本比率・Tier Ⅰ 比率（連結）
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リスクアセット（貸出金などの資産）�（注2）�

資本金などの自己資本�（注1）�

　自己資本比率とは、リスクアセット（貸出金などの資産）に対する自己資本（資本金および過去の利益の蓄積等）

の割合を示したもので、経営の安全性を示す重要な指標といわれています。�

　海外拠点を持つ銀行は国際統一基準（ＢＩＳ基準）により8％以上を保つことが、また、海外拠点を持たない銀行

は国内基準により4％以上を保つことが義務付けられています。ふくぎんは国内基準を適用しています。�

自己資本比率の状況

　平成18年3月末の自己資本は、利益の積み上げ等

により、前年比466億円増加し4,383億円となりまし

た。このうち、基本的項目であるＴｉｅｒⅠは、前年比417

億円増加しています。�

　自己資本比率（連結ベース）は、貸出金等のリスクア

セットの増加（前年比＋3,148億円）や自己株式取得（約

100億円）等の低下要因があったものの、利益による

内部留保や劣後ＣＢの普通株式への転換等により、前

年比0.38％上昇し9.65％となりました。また、ＴｉｅｒⅠ

比率も前年比0.48％上昇し6.77％となりました。�

�

1,5381,538 1,399 1,278

2,2422,242 2,4092,409 2,660

1,331

3,077

1,538 1,399 1,278

2,242 2,409 2,660

1,331

3,077

平成15年3月末� 平成16年3月末� 平成17年3月末�

9.65

6.77

平成18年3月末�

不良債権比率

1,0811,081

1,0871,087 3,446

367367

2.62％�

平
成
17
年
度
の
業
績



4,000

1,000

2,000

3,000

5,000

37FUKUGIN REPORT 200636 FUKUGIN REPORT 2006

■金融再生法開示債権

●部分直接償却とは

危険債権�破産更生債権等� 要管理債権�

8％�

9％�

7％�

6％�

5％�

4％�

3％�

2％�

1％�

0％�

8％�

9％�

7％�

6％�

5％�

4％�

3％�

2％�

1％�

0％�

平成15年3月末�平成16年3月末�

843

424

2,012

744744

974

1,391

6.52％�

3.90％�

平成18年3月末�平成17年3月末�

3.31％�

553

771

1,692

173
589
595

平成14年3月末�

1,562

4,489

1,840

9.03％�

（単位：億円）�金融再生法開示債権（単体ベース） （単位：億円）�［部分直接償却実施後］

平成18年3月末�

2.85％�

589
295

595

1,479

不良債権の保全内訳（金融再生法開示債権、単体ベース）

金融再生法開示債権の定義

■不良債権に対する備え

（単位：億円）�（平成18年3月末）�

保全等カバー�債 権 額 � 保　全　率�

破 産 更 生 債 権 等 � 295

589

595

1,479

295

531

383

1,209

166

206

206

578

128

325

177

630

100.0％�

90.2％�

64.3％�

81.7％�

要 管 理 債 権 �

合 　 　 　 　 　 計 �

危 　 険 　 債 　 権 �

担保・保証等�引 当 金 �

貸出金、外国為替、未収利息、支払承諾見返、貸付有価証券、仮払金等の合計額。�
�

「債 権 額」

破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権。�
�

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りが�
できない可能性の高い債権。�
�

「危険債権」

3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権。�
�

「要管理債権」

平成17年度の業績

不良債権の状況

1,357

　平成18年3月末の「金融再生法開示債権」は、前年比213億円減少し1,479億円となり、不良債権比率も前年比

0.46％低下し2.85％となりました。また、部分直接償却を実施した場合、開示債権残高は1,357億円、不良債権比

率は2.62％となります。�

　平成18年3月末の金融再生法開示債権1,479億円のうち、1,209億円は貸倒引当金および担保・保証等でカバー

しており、保全率は81.7％と引き続き十分な引当・保全状況を維持しています。�

　自己査定により回収不能または無価値と判定した担保･保証付債権等について、債権額から担保の処分可能見込額および保証による回収が可能と認め
られる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額することです。このため、部分直接償却を実施すれば、不良債権残高は減少します。�

（単位：億円）�

自己資本比率　＝�

自己資本残高（連結）

Tier Ⅰ�

Tier Ⅰ比率�自己資本比率�

（注1） 自己資本は、資本金・資本剰余金・利益剰余金などの基本的項目（ＴierⅠ）と、劣後ローン・土地の含み益・一般貸倒引当金などの補完的�
　 　 項目（ＴierⅡ）とに区分されます。�
（注2）リスクアセットとは、資産の各項目にそれぞれのリスク・ウエイト（信用リスクの度合い）を乗じて得た額の合計額のことです。�
�
�

Tier Ⅱ�

■自己資本比率とは

■当行の自己資本比率（連結ベース、国内基準）

（単位：億円）�リスクアセット残高（連結）（単位：％）�自己資本比率・Tier Ⅰ 比率（連結）

平成15年3月末�平成16年3月末�平成17年3月末�

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000 3,778 3,806 3,918

平成18年3月末�

4,383

平成15年3月末�平成16年3月末�平成17年3月末�

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

39,993 40,153 42,246

平成18年3月末�

45,39412

9

6

3

9.44 9.47
9.27

5.60
5.99 6.29

リスクアセット（貸出金などの資産）�（注2）�

資本金などの自己資本�（注1）�

　自己資本比率とは、リスクアセット（貸出金などの資産）に対する自己資本（資本金および過去の利益の蓄積等）

の割合を示したもので、経営の安全性を示す重要な指標といわれています。�

　海外拠点を持つ銀行は国際統一基準（ＢＩＳ基準）により8％以上を保つことが、また、海外拠点を持たない銀行

は国内基準により4％以上を保つことが義務付けられています。ふくぎんは国内基準を適用しています。�

自己資本比率の状況

　平成18年3月末の自己資本は、利益の積み上げ等

により、前年比466億円増加し4,383億円となりまし

た。このうち、基本的項目であるＴｉｅｒⅠは、前年比417

億円増加しています。�

　自己資本比率（連結ベース）は、貸出金等のリスクア

セットの増加（前年比＋3,148億円）や自己株式取得（約

100億円）等の低下要因があったものの、利益による

内部留保や劣後ＣＢの普通株式への転換等により、前

年比0.38％上昇し9.65％となりました。また、ＴｉｅｒⅠ

比率も前年比0.48％上昇し6.77％となりました。�

�

1,5381,538 1,399 1,278

2,2422,242 2,4092,409 2,660

1,331

3,077

1,538 1,399 1,278

2,242 2,409 2,660

1,331

3,077

平成15年3月末� 平成16年3月末� 平成17年3月末�

9.65

6.77

平成18年3月末�

不良債権比率

1,0811,081

1,0871,087 3,446

367367

2.62％�

平
成
17
年
度
の
業
績



�

株式情報

株

式

情

報

ムーディーズ

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期銀行預金�

格　　　　付�

短期銀行預金�

格　　　　付�

�

A3

P-2

日本格付研究所（JCR）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期優先債務�

格　　　　付�
AA－

格付投資情報センター（R&I）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

発行体格付� AA－

債務履行の確実性は非常に高い。�

信用力は極めて高く、優れた要素がある。�

預金債務に関して、信用力が良好である銀行に対する格付け。ただし、長期的に�
見て信用力に影響を及ぼしうる要素があるとも考えられる。�
�

預金債務に関して、信用力が高く、短期預金債務を遅延なく履行する能力が高い�
銀行に対する格付け。�
�

■当行の格付

■格付とは

当行の格付
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　格付とは、企業が発行する債券（社債等）や銀行預金の元金・利息支払の安全度を第三者の格付会社が判断し、

記号で表したものです。企業の安全度を客観的に評価したものとして重要な指標であるとともに、最近では、機関

投資家のみならず一般の預金者の方々にも広く知られるものとなっています。�

　格付会社には、世界的に権威のある『ムーディーズ』や国内の格付会社である『日本格付研究所（ＪＣＲ）』や『格付

投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』などがあります。�

　ふくぎんは、『ムーディーズ』からは国内銀行の中では良好な「A3」（長期銀行預金）と「Ｐ－2」（短期銀行預金）

を得ています。また、『日本格付研究所（ＪＣＲ）』からは「ＡＡ－」を、『格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』からは「ＡＡ－」

を取得しています。�

　今後とも、経営体質の強化に取り組み、格付の維持・向上に努めてまいります。�

�

■株式の状況 （平成18年3月31日現在）�

■配当について

中 間 期 期 末 年 間

平成18年3月期
（第95期）配当

平成19年3月期�
（第96期）配当予想�

3円50銭

4円50銭�

4円50銭

4円50銭�

8円00銭

9円00銭�

① 株式数は、千株未満を切り捨てて表示しています。�
② 割合は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。�
③ 上記のほか当行所有の自己株式16,503千株（2.40％）がございます。�

（注）�

株　　主　　数� 18,370

発行可能株式総数� 1,800,000

発行済株式の総数� 686,534

千株�

千株�

名�

当行株価� 日経平均株価� 銀行株価指数� 当行株価、日経平均株価、銀行株価指数の推移（平成10年4月＝100）�
�

当行株価の状況

【配当金目安テーブル】
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所有株式数�
（千株）�

発行済株式総数に�
対する所有株式数�
の割合（%）�

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）�

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）�

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 �

九 州 電 力 株 式 会 社 �

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 �

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 �

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 �

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー�

株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン �

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン�

4.99

3.74

3.19

2.81

2.49

2.30

2.13

2.03

1.73

1.47

34,270

25,741

21,919

19,296

17,137

15,792

14,630

13,964

11,919

10,140

大　　株　　主�
（氏名又は名称）�

平成11年�
4 7 10

平成12年�
4 711 10

平成13年�
4 71 10

平成14年�
4 71 10

平成15年�
4 71 10

平成16年�
4 71 10

平成17年�
4 71 10

平成18年�
41

50

150

100

200

250

（月）�

平成10年�
4 7 101

　平成18年3月期（第95期）期末配当につきましては、当期の

業績が高水準となったこと等を踏まえ、株主重視の経営方針を

より鮮明にするため、当期中間配当に比べ１円増配し1株当たり

4円50銭（年間8円）といたしました。�

■株主還元方針

■業績連動配当の導入�

　本年度からスタートしております『中期経営計画　2006』では、株主の皆さまのご期待にお応えするために、以下

のとおり、従来の安定配当の考え方を維持しつつ、業績連動型の配当方式の導入および株主還元率の設定を行うこ

とにより、株主の皆さまとの長期的な信頼関係を構築し、株主価値の向上につなげてまいります。�

　平成19年3月期以降において、当期純利益の水

準に応じて設定した1株あたりの配当金の目安をベー

スに、配当金をお支払いする方針といたします。�

■株主還元率30％以上�
　機動的な自社株取得により、配当に自社株取得を含めた株主還元率については、30％以上を目指してまいります。
　※ただし、事業展開やリスク環境等により変更することがあります。�
�

7円～�

8円～�

9円～�

配当金目安�単体当期純利益水準�

～250億円以下

250億円～300億円以下

300億円～350億円以下�

10円～�

11円～�

12円～�

�

配当金目安�単体当期純利益水準�

350億円～400億円以下

400億円～450億円以下

　　　　　450億円～�

当

行

の

格

付



�

株式情報

株

式

情

報

ムーディーズ

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期銀行預金�

格　　　　付�

短期銀行預金�

格　　　　付�

�

A3

P-2

日本格付研究所（JCR）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期優先債務�

格　　　　付�
AA－

格付投資情報センター（R&I）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

発行体格付� AA－

債務履行の確実性は非常に高い。�

信用力は極めて高く、優れた要素がある。�

預金債務に関して、信用力が良好である銀行に対する格付け。ただし、長期的に�
見て信用力に影響を及ぼしうる要素があるとも考えられる。�
�

預金債務に関して、信用力が高く、短期預金債務を遅延なく履行する能力が高い�
銀行に対する格付け。�
�

■当行の格付

■格付とは

当行の格付
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　格付とは、企業が発行する債券（社債等）や銀行預金の元金・利息支払の安全度を第三者の格付会社が判断し、

記号で表したものです。企業の安全度を客観的に評価したものとして重要な指標であるとともに、最近では、機関

投資家のみならず一般の預金者の方々にも広く知られるものとなっています。�

　格付会社には、世界的に権威のある『ムーディーズ』や国内の格付会社である『日本格付研究所（ＪＣＲ）』や『格付

投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』などがあります。�

　ふくぎんは、『ムーディーズ』からは国内銀行の中では良好な「A3」（長期銀行預金）と「Ｐ－2」（短期銀行預金）

を得ています。また、『日本格付研究所（ＪＣＲ）』からは「ＡＡ－」を、『格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』からは「ＡＡ－」

を取得しています。�

　今後とも、経営体質の強化に取り組み、格付の維持・向上に努めてまいります。�

�

■株式の状況 （平成18年3月31日現在）�

■配当について

中 間 期 期 末 年 間

平成18年3月期
（第95期）配当

平成19年3月期�
（第96期）配当予想�

3円50銭

4円50銭�

4円50銭

4円50銭�

8円00銭

9円00銭�

① 株式数は、千株未満を切り捨てて表示しています。�
② 割合は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。�
③ 上記のほか当行所有の自己株式16,503千株（2.40％）がございます。�

（注）�

株　　主　　数� 18,370

発行可能株式総数� 1,800,000

発行済株式の総数� 686,534

千株�

千株�

名�

当行株価� 日経平均株価� 銀行株価指数� 当行株価、日経平均株価、銀行株価指数の推移（平成10年4月＝100）�
�

当行株価の状況
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所有株式数�
（千株）�

発行済株式総数に�
対する所有株式数�
の割合（%）�

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）�

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）�

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 �

九 州 電 力 株 式 会 社 �

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 �

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 �

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 �

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー�

株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン �

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン�

4.99

3.74

3.19

2.81

2.49

2.30

2.13

2.03

1.73

1.47

34,270

25,741

21,919

19,296

17,137

15,792

14,630

13,964

11,919

10,140

大　　株　　主�
（氏名又は名称）�

平成11年�
4 7 10

平成12年�
4 711 10

平成13年�
4 71 10

平成14年�
4 71 10

平成15年�
4 71 10

平成16年�
4 71 10

平成17年�
4 71 10

平成18年�
41

50

150

100

200

250

（月）�

平成10年�
4 7 101

　平成18年3月期（第95期）期末配当につきましては、当期の

業績が高水準となったこと等を踏まえ、株主重視の経営方針を

より鮮明にするため、当期中間配当に比べ１円増配し1株当たり

4円50銭（年間8円）といたしました。�

■株主還元方針

■業績連動配当の導入�

　本年度からスタートしております『中期経営計画　2006』では、株主の皆さまのご期待にお応えするために、以下

のとおり、従来の安定配当の考え方を維持しつつ、業績連動型の配当方式の導入および株主還元率の設定を行うこ

とにより、株主の皆さまとの長期的な信頼関係を構築し、株主価値の向上につなげてまいります。�

　平成19年3月期以降において、当期純利益の水

準に応じて設定した1株あたりの配当金の目安をベー

スに、配当金をお支払いする方針といたします。�

■株主還元率30％以上�
　機動的な自社株取得により、配当に自社株取得を含めた株主還元率については、30％以上を目指してまいります。
　※ただし、事業展開やリスク環境等により変更することがあります。�
�

7円～�

8円～�

9円～�

配当金目安�単体当期純利益水準�

～250億円以下

250億円～300億円以下

300億円～350億円以下�

10円～�

11円～�

12円～�

�

配当金目安�単体当期純利益水準�

350億円～400億円以下

400億円～450億円以下

　　　　　450億円～�

当

行

の

格

付



8,000

10,000

12,000

14,000

6,000

平成15年3月末�

�

■預金・貸出金の状況�

■個人のお客さまへ�

預金残高（全体・県内）

（単位：億円）�個人向け貸出金残高・住宅ローン残高

平成16年3月末�

個人向け貸出金残高�

平成17年3月末�

うち住宅ローン� うち福岡県内住宅ローン�

　ふくぎんは、お取引先の不動産活用・経営合理化・事業承継・相続対策・税務対策など様々なコンサルティングニーズ�

にお応えしてまいります。�

■地域企業の皆さまへの経営サポート

経営相談室�

　経営相談室では、企業財務や法律・税務について、直接、専門家がご相談を承っています。また、「ふくぎん経営�

セミナー」や実務講座の開催、お取引先企業の新入社員研修なども行っています。�

自己啓発・社員研修等のお手伝い専門家によるご相談

経営相談室の各種サービス ※お問い合わせ・お申し込みはお取引店を通じてお願いいたします。�

税理士による
税務相談

弁護士による
法律相談

経営セミナーの
開催

実務講座の
開催

通信講座の
ご紹介

新入社員
研修会の開催

預金残高�

6兆5,620億円�

貸出金残高（全体・県内）

19.4％�

貸出金残高�

5兆1,150億円�

うち福岡県内福岡県内�

4兆1,221億円�

うち福岡県外福岡県外�

9,929億円�

うち福岡県内�

4兆1,221億円�

80.6％�
うち福岡県外�

9,929億円�

12,614

9,952

10,719

9,952

10,719

13,120

平成18年3月末�

14,103

11,956

■本来業務を通じての地域貢献

■法人のお客さまへ�

10,000

20,000

30,000

40,000

うち福岡県内�

※出典：福岡県信用保証協会『マンスリーデータメール』�（平成18年3月末現在）�
平成15年3月末�平成16年3月末�平成17年3月末�

（単位：億円）�中小企業等貸出金残高 福岡県信用保証協会保証債務残高に占める当行の割合

33,815

30,905 30,40830,905

33,659

30,408

35,329

平成18年3月末�

37,181

8,839億円�
その他地銀他地銀�
4,703億円億円�
その他地銀�
4,703億円�

53.2％�第二地銀第二地銀�
772億円億円�
第二地銀�
772億円�

8.7％�
都市銀行都市銀行�

133億円億円�
都市銀行�

133億円�

1.5％� その他�

1,1641,164億円億円�
その他�

1,164億円�

13.2％�
福岡銀行福岡銀行�

2,0672,067億円億円�
福岡銀行�

2,067億円�

福岡銀行の地域貢献活動
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　ふくぎんは、地域の発展に貢献するため、「地域の繁栄なくして当行の発展はない」との考え方に基づき、地域との共生を目

指しています。預金・貸出金などの本来業務に加え、地域の教育・文化活動などを通じて、地域社会への貢献に努めてまいります。�

　ふくぎんは、地域の企業や個人事業主の皆さまの事業の安定と発展に必要な運転資金や設備資金など、様々な資金

需要に積極的にお応えしています。また、福岡県内を中心とした店舗網・ＡＴＭ網など、各種営業チャネルの充実により、

地域のお客さまの「利便性向上」に努めています。�

　ふくぎんは、預金残高6兆5,620億円のうち、9割以上の6兆1,230億円を県内のお客さまからお預りしています。

　また、福岡県内貸出金残高は、総貸出金残高5兆1,150億円の約8割を占め、4兆1,221億円となっています。�

　ふくぎんは、中小企業・個人事業主の皆さまの事業資金ニーズにスピーディーかつタイムリーにお応えするため、福岡・

北九州・久留米に「法人ビジネスセンター」を設置しています。�

　「法人ビジネスセンター」では、お客さまごとに融資のベテラン行員を配置し、ＩＴによる顧客データ管理システムを使い、

電話・ファックスによる融資のご相談と申込の受付、審査スピードの向上、土曜日営業等営業時間の延長など、充実した

サービスを提供しています。�

　ふくぎんは、個人のお客さま向けの貸出についても、積

極的に行っています。�

　個人向け貸出金残高は、住宅ローンを中心にご利用いた

だき、前年比983億円増加し1兆4,103億円となりました。�

　ふくぎんでは、住宅ローンをはじめ、マイカー購入や

お子さまの学費のための目的ローンなど各種ローン商品

を取り揃えています。�

地域貢献活動 

93.3％�

うち福岡県内福岡県内�

6兆1,230億円�
うち福岡県内�

6兆1,230億円�

うち福岡県外福岡県外�

4,390億円�
うち福岡県外�

4,390億円�
6.7％�

30,85530,855 32,01232,012

9,325

9,922

9,352

9,922

10,467

11,343

10,467 11,40011,400

11,343
12,40012,400

財団法人九州・山口地域企業育成基金�

助成金贈呈式�

�

　財団法人九州・山口地域企業育成基金（略称キューテック）は、福岡銀行

創立40周年を記念して、地域の中小企業の支援を目的に、昭和60年に設立

されました。�

　中小企業の研究開発および人材育成に対する助成金の交付、講演会の開催

など、各種事業に取り組み、設立以来の助成金交付額は165件4億5,159

万円にのぼります。�

�

ふくぎん経営者クラブ�

ふくおか経営者クラブ講演会�

�

　「ふくぎん経営者クラブ」では、経営講演会・実務セミナー

の開催やビジネス交流会の実施、ホームページからの「経

営情報提供サービス」等、最新の経営情報や業種を超え

た情報交換の場をお客さまに提供し、地域の経済活性化

のお手伝いを行っています。�

�

ふくぎんビジネスインフォメーション�

�

　法人ビジネスセンターでは、定期的にお客さまに対して、ファックスや

郵送で経営に関する様々な情報をご提供しています。�

�

福
岡
銀
行
の
地
域
貢
献
活
動



8,000

10,000

12,000

14,000

6,000

平成15年3月末�

�

■預金・貸出金の状況�

■個人のお客さまへ�

預金残高（全体・県内）

（単位：億円）�個人向け貸出金残高・住宅ローン残高

平成16年3月末�

個人向け貸出金残高�

平成17年3月末�

うち住宅ローン� うち福岡県内住宅ローン�

　ふくぎんは、お取引先の不動産活用・経営合理化・事業承継・相続対策・税務対策など様々なコンサルティングニーズ�

にお応えしてまいります。�

■地域企業の皆さまへの経営サポート

経営相談室�

　経営相談室では、企業財務や法律・税務について、直接、専門家がご相談を承っています。また、「ふくぎん経営�

セミナー」や実務講座の開催、お取引先企業の新入社員研修なども行っています。�

自己啓発・社員研修等のお手伝い専門家によるご相談

経営相談室の各種サービス ※お問い合わせ・お申し込みはお取引店を通じてお願いいたします。�

税理士による
税務相談

弁護士による
法律相談

経営セミナーの
開催

実務講座の
開催

通信講座の
ご紹介

新入社員
研修会の開催

預金残高�

6兆5,620億円�

貸出金残高（全体・県内）

19.4％�

貸出金残高�

5兆1,150億円�

うち福岡県内福岡県内�

4兆1,221億円�

うち福岡県外福岡県外�

9,929億円�

うち福岡県内�

4兆1,221億円�

80.6％�
うち福岡県外�

9,929億円�

12,614

9,952

10,719

9,952

10,719

13,120

平成18年3月末�

14,103

11,956

■本来業務を通じての地域貢献

■法人のお客さまへ�

10,000

20,000

30,000

40,000

うち福岡県内�

※出典：福岡県信用保証協会『マンスリーデータメール』�（平成18年3月末現在）�
平成15年3月末�平成16年3月末�平成17年3月末�

（単位：億円）�中小企業等貸出金残高 福岡県信用保証協会保証債務残高に占める当行の割合

33,815

30,905 30,40830,905

33,659

30,408

35,329

平成18年3月末�

37,181

8,839億円�
その他地銀他地銀�
4,703億円億円�
その他地銀�
4,703億円�

53.2％�第二地銀第二地銀�
772億円億円�
第二地銀�
772億円�

8.7％�
都市銀行都市銀行�

133億円億円�
都市銀行�

133億円�

1.5％� その他�

1,1641,164億円億円�
その他�

1,164億円�

13.2％�
福岡銀行福岡銀行�

2,0672,067億円億円�
福岡銀行�

2,067億円�
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　ふくぎんは、地域の発展に貢献するため、「地域の繁栄なくして当行の発展はない」との考え方に基づき、地域との共生を目

指しています。預金・貸出金などの本来業務に加え、地域の教育・文化活動などを通じて、地域社会への貢献に努めてまいります。�

　ふくぎんは、地域の企業や個人事業主の皆さまの事業の安定と発展に必要な運転資金や設備資金など、様々な資金

需要に積極的にお応えしています。また、福岡県内を中心とした店舗網・ＡＴＭ網など、各種営業チャネルの充実により、

地域のお客さまの「利便性向上」に努めています。�

　ふくぎんは、預金残高6兆5,620億円のうち、9割以上の6兆1,230億円を県内のお客さまからお預りしています。

　また、福岡県内貸出金残高は、総貸出金残高5兆1,150億円の約8割を占め、4兆1,221億円となっています。�

　ふくぎんは、中小企業・個人事業主の皆さまの事業資金ニーズにスピーディーかつタイムリーにお応えするため、福岡・

北九州・久留米に「法人ビジネスセンター」を設置しています。�

　「法人ビジネスセンター」では、お客さまごとに融資のベテラン行員を配置し、ＩＴによる顧客データ管理システムを使い、

電話・ファックスによる融資のご相談と申込の受付、審査スピードの向上、土曜日営業等営業時間の延長など、充実した

サービスを提供しています。�

　ふくぎんは、個人のお客さま向けの貸出についても、積

極的に行っています。�

　個人向け貸出金残高は、住宅ローンを中心にご利用いた

だき、前年比983億円増加し1兆4,103億円となりました。�

　ふくぎんでは、住宅ローンをはじめ、マイカー購入や

お子さまの学費のための目的ローンなど各種ローン商品

を取り揃えています。�

地域貢献活動 

93.3％�

うち福岡県内福岡県内�

6兆1,230億円�
うち福岡県内�

6兆1,230億円�

うち福岡県外福岡県外�

4,390億円�
うち福岡県外�

4,390億円�
6.7％�

30,85530,855 32,01232,012

9,325

9,922

9,352

9,922

10,467

11,343

10,467 11,40011,400

11,343
12,40012,400

財団法人九州・山口地域企業育成基金�

助成金贈呈式�

�

　財団法人九州・山口地域企業育成基金（略称キューテック）は、福岡銀行

創立40周年を記念して、地域の中小企業の支援を目的に、昭和60年に設立

されました。�

　中小企業の研究開発および人材育成に対する助成金の交付、講演会の開催

など、各種事業に取り組み、設立以来の助成金交付額は165件4億5,159

万円にのぼります。�

�

ふくぎん経営者クラブ�

ふくおか経営者クラブ講演会�

�

　「ふくぎん経営者クラブ」では、経営講演会・実務セミナー

の開催やビジネス交流会の実施、ホームページからの「経

営情報提供サービス」等、最新の経営情報や業種を超え

た情報交換の場をお客さまに提供し、地域の経済活性化

のお手伝いを行っています。�

�

ふくぎんビジネスインフォメーション�

�

　法人ビジネスセンターでは、定期的にお客さまに対して、ファックスや

郵送で経営に関する様々な情報をご提供しています。�

�
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地域行事への参加等�

　郷土の代表的なお祭りである、福岡の「博多どんたく港まつり」、北九州の

「わっしょい百万夏まつり」、久留米の「水の祭典 久留米まつり」など、さま

ざまな地域の行事に積極的に参加しています。�

　また、昭和61年より毎年設置しています本店広場のジャンボクリスマスツ

リーは、「天神冬の風物詩」として地域の皆さまから親しまれています。�

　このほか、「赤い羽根共同募金運動」「献血運動」などの助け合い運動に

積極的に参加し、地域の皆さまの「ロビー展」開催のため営業店のロビーを

開放しています。�

�

慰問演奏会�

教育・文化活動�

　本店大ホールで毎年1回開催しています当行吹奏楽団による「定期演奏会」は、地

域の皆さまを無料で招待し、平成18年3月で16回目となりました。このほか吹奏楽

団では、老人福祉施設の慰問演奏会など、ボランティアによる音楽活動も積極的に行っ

ています。�

　また、福岡県内の少年野球チームの振興・助成を目的に設立された「ふくぎん少年

野球振興基金」では、毎年約50チームに野球用品の購入費用などを助成しています。�

公益信託を通じての助成活動�

　平成7年3月に福岡県内の伝統工芸品の助成を目的として50百万円を拠出し「福銀報公会伝統工芸品等助成基金」

を設立しました。伝統技術や技法の承継などの事業に対して助成しており、平成17年度は3品目に対し助成金225

万円を交付させていただきました。�

資

料

編

ふくぎんニューイヤーコンサート�

ビルの谷間のコンサート�

財団法人福銀報公会�

　当財団は、福岡銀行が「ふるさとをもつ地方銀行」として、本来業

務を通しての地位貢献活動だけではなく、教育・文化活動を通して

幅広く地域社会に貢献することを目的に設立されました。�

　毎年１月に本店大ホールにおきまして、九州交響楽団による「ふく

ぎんニューイヤーコンサート」を開催し、本店広場におきましては、

九州交響楽団や地元校の吹奏楽団による「ビルの谷間のコンサート」

を開催しています。「ビルの谷間のコンサート」は、開催回数が196

回を数え、地域の皆さまからあたたかいご声援をいただいています。�

「天神の冬の風物詩」本店広場のクリスマスツリー�
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